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Ⅰ 調査の概要 

 

Ⅰ-1 調査の目的 

 

   本調査は、福祉のまちづくりを進め、すべての市民が安全・安心で住みよい地域づくりに参加で

きるように、市民の日ごろの考えや、地域で感じている課題などを把握し、地域福祉の計画づくり

に役立てることを目的に実施した。 

 

Ⅰ-2 調査の概要 

 

調 査 対 象 ： 東久留米市内在住で 20 歳～74 歳の男女 1500 人 

抽 出 方 法 ： 層化無作為抽出法 

調 査 方 法 ： 郵送配布、郵送回収法 

調 査 期 間  ： 平成 25 年 9 月 10 日（火）～9 月 24 日（火） 

調査実施機関 ： 株式会社インテージリサーチ 

有効回収率  ： 36.9％ （554s／1500s） 

 

Ⅰ-3 回収結果 

 

年代別および地区別の回収結果は下表のとおり。 

＜性・年代別回収数（人）＞ 

  

  

ＴＯＴＡＬ 女性 男性 無回答 配布数 回収率（％）

ＴＯＴＡＬ 554 267 218 69 1500 36.9

２０～２４歳 31 15 15 1 127 24.4

２５～２９歳 31 18 12 1 129 24.0
３０～３４歳 45 27 16 2 134 33.6
３５～３９歳 38 23 13 2 141 27.0
４０～４４歳 37 19 15 3 146 25.3
４５～４９歳 41 26 10 5 141 29.1
５０～５４歳 49 24 23 2 135 36.3
５５～５９歳 53 25 23 5 131 40.5
６０～６４歳 71 31 26 14 140 50.7
６５～６９歳 63 23 24 16 139 45.3
７０～７４歳 86 34 40 12 137 62.8
無回答 9 2 1 6 - -
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＜地区別回収数（人）＞ 

 

１ブロック（上の原 1・2 丁目、神宝町 1・2 丁目、金山町 1・2 丁目、氷川台 1・2 丁目） 

２ブロック（大門町 1・2 丁目、新川町 2 丁目、浅間町 1～3 丁目） 

３ブロック（東本町、新川町 1 丁目、本町 1～4 丁目） 

４ブロック（小山1～5丁目、幸町1～5丁目、下里1・7丁目、野火止1～3丁目、八幡町1丁目） 

５ブロック（中央町 1～６丁目、八幡町２・３丁目、前沢 1・２丁目） 

６ブロック（学園町 1・2 丁目、ひばりが丘団地、南沢 1～5 丁目、南町 1～4 丁目） 

７ブロック（前沢 3～5 丁目、滝山 1～7 丁目、弥生 1・2 丁目） 

８ブロック（下里 2～6 丁目、柳窪 1～5 丁目） 

 

 
  

ＴＯＴＡＬ 配布数 （％）
ＴＯＴＡＬ 554 1500 36.9

１ブロック 51 142 35.9

２ブロック 57 135 42.2
３ブロック 63 143 44.1
４ブロック 106 251 42.2
５ブロック 66 189 34.9
６ブロック 69 213 32.4
７ブロック 71 238 29.8
８ブロック 62 189 32.8
無回答 9 - -
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■ 報告書を見る際の注意点 

 

【数値の見方】 

 

○調査結果の数値は、回答率（％：パーセント）で表示している。％の母数は、その質問項目に

該当する回答者の総数であり、その数はｎで示している。 

○％の数値は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示している。このため各回答の数

値の合計が必ずしも 100％とならない場合がある。 

○回答は、単数回答（○はひとつ）と複数回答（あてはまるものすべてに○）の選択式の回答と、

具体的に意見等を回答する場合がある。複数回答設問（Ｍ．Ａ．）の場合は、その回答割合（％）

の合計は 100％を超えることがありうる。 

○設問番号・タイトルの前に「＊」が記載されている項目は、該当設問番号の回答結果を用いて、

選択肢を集約する等により再集計した項目である。 

○帯グラフや横棒グラフに   や   の印、縦棒グラフの数表に○や△の印がある。基本的

には TOTAL に対し、有意水準５％で比率の差の検定を行い、統計的に意味のある差として、有

意に高い（   、○）または有意に低い（   、△）ことを示している。（ただし、TOTAL

との比較は参考値） 

○図表やコメント部分での回答の選択肢は、簡略化して表現している場合がある。正式な回答の

選択肢は、資料編の調査票を参照のこと。 

○クロス集計において、サンプル数が 30 未満のものは、参考値として掲載している。 

 

 

  



とても感じ
る

少し感じる あまり感じ
ない

まったく感
じない

わからない 無回答

37.5

38.6

38.5

41.3

42.3

41.3

11.9

9.7

11.9

1.4

1.5

1.8

6.5

7.5

6.4

1.3

0.4

0.0
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【グラフの見方】 

各図表では、サンプル数、構成比（％）等の数値が記載されています。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

  

問８　居住地区への愛着度

(%)

ＴＯＴＡＬ

女性

男性

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

554

267

218

問９－２　付き合いが無い理由（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=52 女性  n=23

男性  n=23

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

普段つきあう機会がないから

ご近所と知り合うきっかけが
ないから

仕事や家事などで忙しく時間
がないから

あまりかかわりを持ちたくな
いから

引っ越してきて間もないから

同世代の人が近くにいないか
ら

気の合う人・話の合う人が近
くにいないから

その他

特に理由はない

わからない

無回答

表側 クロス集計結果の図表

の「表側」には、無回答

は原則表記していませ

ん。 

TOTAL には（無回答の

69 サンプル分）、反映さ

せています。 

TOTAL は、各集計結果のサンプル数全
体をさしています。 

表頭 

クロス集計結果は、基本

的に TOTAL で回答割合

が多い順に並べ替えてい

ます。 

63.5

44.2

32.7

28.8

15.4

9.6

7.7

3.8

1.9

0.0

0.0

78.3

52.2

30.4

26.1

26.1

8.7

4.3

8.7

0.0

0.0

0.0

60.9

30.4

43.5

30.4

4.3

8.7

13.0

0.0

4.3

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果と分析 

 

Ⅱ-1 調査結果の概要 

 

 福祉のまちづくりを進めるにあたり、地域のつながりが必要だと感じる度合や、地域で感じている課

題、地域で支え合っていくために必要だと思うことなど、地区ごとの特徴がみられた。また、災害時に

一層期待される「地域での支え合い」に関連して、避難の際の不安における地区ごとの特徴に注目した。 

 ここでは、４つの設問に注目し、地区別の意識の違いをそれぞれ 1 ページで取りまとめた。なお、各

設問文と選択肢ごとの回答割合はページ下部に掲載している。 

 

 

＜地区別の回答者属性＞ 

 
 

  

＊年代

(%)

ＴＯＴＡＬ

１ブロック

２ブロック

３ブロック

４ブロック

５ブロック

６ブロック

７ブロック

８ブロック

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

554

51

57

63

106

66

69

71

62

問１－１　性別

(%)

ＴＯＴＡＬ

１ブロック

２ブロック

３ブロック

４ブロック

５ブロック

６ブロック

７ブロック

８ブロック

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

554

51

57

63

106

66

69

71

62

２
０～

２
９
歳

３
０～

３
９
歳

４
０～

４
９
歳

５
０～

５
９
歳

６
０～

６
４
歳

６
５～

６
９
歳

７
０～

７
４
歳

無
回
答

11.2

13.7

19.3

11.1

12.3

10.6

11.6

8.5

4.8

15.0

15.7

21.1

12.7

14.2

19.7

14.5

7.0

19.4

14.1

13.7

14.0

15.9

11.3

7.6

15.9

19.7

16.1

18.4

19.6

17.5

17.5

18.9

18.2

15.9

19.7

21.0

12.8

11.8

12.3

14.3

10.4

9.1

14.5

18.3

12.9

11.4

11.8

3.5

12.7

13.2

13.6

13.0

9.9

12.9

15.5

13.7

12.3

15.9

17.9

19.7

14.5

16.9

12.9

1.6

0.0

0.0

0.0

1.9

1.5

0.0

0.0

0.0

女性 男性 無回答

48.2

56.9

45.6

50.8

48.1

48.5

55.1

42.3

45.2

39.4

35.3

38.6

39.7

41.5

37.9

39.1

43.7

38.7

12.5

7.8

15.8

9.5

10.4

13.6

5.8

14.1

16.1
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問 13 現在の地域での暮らしに「地域のつながり」は「とても必要」だと思う割合 

「地域のつながり」は「とても必要」だと思う割合は 33.6％。 

地区別では、第 8 ブロックでは 45.2％と最も高い一方、第 3 ブロックは 17.5％と最も低い。 

 

問 13 あなたは、現在の地域での暮らしに「地域のつながり」は必要だと思いますか。（単数回答） 

 

 

 

  

　　　　　　　選択肢（％）

地区

とても必要だ

と思う

どちらかとい

えば必要だ

と思う

どちらかとい

えば必要な

いと思う

必要ないと

思う
その他 わからない 無回答

ＴＯＴＡＬ(n=554) 33.6 54.0 3.2 1.3 0.0 6.9 1.1

１ブロック(n=51) 39.2 49.0 2.0 3.9 0.0 5.9 0.0

２ブロック(n=57) 38.6 52.6 5.3 1.8 0.0 1.8 0.0

３ブロック(n=63) 17.5 69.8 3.2 1.6 0.0 6.3 1.6

４ブロック(n=106) 33.0 55.7 3.8 0.9 0.0 5.7 0.9

５ブロック(n=66) 30.3 54.5 3.0 1.5 0.0 6.1 4.5

６ブロック(n=69) 37.7 44.9 5.8 1.4 0.0 10.1 0.0

７ブロック(n=71) 31.0 60.6 1.4 0.0 0.0 7.0 0.0

８ブロック(n=62) 45.2 41.9 1.6 0.0 0.0 9.7 1.6
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問 14 現在のお住まいの地域で「夜間暗いところがあり、通行に不安」と感じる割合 

 「夜間暗いところがあり、通行に不安」と感じる割合は 28.7％。 

地区別では、第 7 ブロックは 21.1％と最も低い一方、第 1 ブロックでは 39.2%と最も高い。 

 

問 14 あなたは、現在のお住まいの地域で課題と感じることはありますか。（複数回答） 

 
 

  

　　　　　　　選択肢（％）

地区

夜間暗いとこ

ろがあり、通

行に不安

近隣同士の

コミュニケー

ションが少な

いと感じる

ゴミなどの不

法投棄がた

びたびある

騒音が激し

い

買い物に不

便

自然環境が

少ない

住民層の入

れ替わりが

激しい

その他 無回答

ＴＯＴＡＬ(n=554) 28.7 26.5 20.9 11.4 8.1 5.8 4.5 15.7 19.0

１ブロック(n=51) 39.2 25.5 27.5 3.9 7.8 2.0 0.0 9.8 21.6

２ブロック(n=57) 28.1 28.1 24.6 12.3 15.8 0.0 5.3 17.5 14.0

３ブロック(n=63) 22.2 25.4 20.6 17.5 1.6 9.5 3.2 14.3 17.5

４ブロック(n=106) 29.2 34.0 22.6 15.1 6.6 7.5 2.8 13.2 13.2

５ブロック(n=66) 30.3 19.7 18.2 3.0 9.1 7.6 0.0 21.2 18.2

６ブロック(n=69) 29.0 21.7 15.9 13.0 5.8 10.1 2.9 15.9 26.1

７ブロック(n=71) 21.1 25.4 19.7 4.2 5.6 2.8 12.7 15.5 23.9

８ブロック(n=62) 33.9 27.4 21.0 17.7 11.3 1.6 8.1 19.4 17.7
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問 23 地域の人々がお互いに支え合っていく上で 

「隣近所の住民同士の普段からのつきあい」を大切と思う割合 

 「隣近所の住民同士の普段からのつきあい」を大切と思う割合は 75.5％。 

地区別では、第 1 ブロックは 90.2％と最も高い一方、第 3 ブロックでは 63.5%と最も低い。 

 

問 23 あなたは、地域の人々がお互いに支え合っていく上で大切なことはどのようなことだと思いますか。

（回答は３つまで） 

 
 

 

　　　　　　　選択肢（％）

地区

隣近所の住

民同士の普

段からのつ

きあい

ひとりで暮ら

している高齢

者の見守り

などの活動

地域が行う

防災活動な

どの日常的

な協力活動

スポーツやレ

クリエーショ

ン活動を通じ

た健康づくり

子どものしつ

けや子育て

障害のある

人とない人と

の交流

その他 わからない 無回答

ＴＯＴＡＬ(n=554) 75.5 54.3 46.4 24.9 21.8 19.7 1.3 2.2 2.3

１ブロック(n=51) 90.2 51.0 41.2 25.5 31.4 11.8 0.0 0.0 2.0

２ブロック(n=57) 82.5 54.4 50.9 24.6 26.3 14.0 3.5 5.3 0.0

３ブロック(n=63) 63.5 61.9 57.1 22.2 22.2 22.2 0.0 4.8 1.6

４ブロック(n=106) 78.3 54.7 47.2 32.1 17.0 23.6 0.0 1.9 0.9

５ブロック(n=66) 65.2 53.0 42.4 24.2 22.7 24.2 3.0 1.5 3.0

６ブロック(n=69) 75.4 52.2 50.7 26.1 14.5 18.8 1.4 1.4 1.4

７ブロック(n=71) 74.6 53.5 40.8 23.9 15.5 22.5 1.4 0.0 7.0

８ブロック(n=62) 77.4 53.2 43.5 14.5 30.6 14.5 1.6 1.6 3.2
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問 25 火災などの避難の際に 

「避難先や避難方向がわからず、逃げ遅れるのではないか」と不安な割合 

 「避難先や避難方向がわからず、逃げ遅れるのではないか」と不安に感じる割合は 21.7％。 

地区別では、第 7 ブロックは 14.1％と低い一方、第 3 ブロックでは 36.5％と最も高い。 

 

 

問 25 あなたは、火災などの避難の際に不安なことは何ですか。（複数回答） 

 

 

　　　　　　　選択肢（％）

地区

就寝していて

火災に気づく

のが遅れる

いざというと

きに冷静に

判断出来ず

パニックにな

る

避難先や避

難方向がわ

からず、逃げ

遅れる

体力の低下

によりで避難

ができず、逃

げ遅れる

非常ベルな

どの音が聞

こえず火災

に気づくのが

遅れる

その他
不安は感じ

ていない
無回答

ＴＯＴＡＬ(n=554) 54.5 49.6 21.7 17.7 14.1 5.8 12.3 2.5

１ブロック(n=51) 60.8 45.1 23.5 19.6 11.8 3.9 15.7 5.9

２ブロック(n=57) 43.9 47.4 17.5 7.0 8.8 12.3 15.8 1.8

３ブロック(n=63) 54.0 50.8 36.5 19.0 15.9 4.8 6.3 1.6

４ブロック(n=106) 56.6 58.5 18.9 24.5 14.2 4.7 10.4 0.0

５ブロック(n=66) 60.6 43.9 18.2 22.7 12.1 6.1 7.6 1.5

６ブロック(n=69) 49.3 50.7 26.1 18.8 14.5 4.3 10.1 1.4

７ブロック(n=71) 50.7 43.7 14.1 14.1 14.1 7.0 22.5 4.2

８ブロック(n=62) 61.3 53.2 22.6 9.7 19.4 3.2 8.1 4.8
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Ⅱ-2 単純集計結果 

 

問１ あなた（あて名ご本人）の性別、年齢をお答えください。（それぞれ○はひとつ） 

 性別は、「女性」が 48.2％、「男性」が 39.4％である。 

年代は、「70～74 歳」が 15.5％と最も高く、次いで「60～64 歳」（12.8％）である。 

60 歳以上が回答者の約４割を占めている。 

 

   

 

  

問１－１　性別

女性

男性

無回答

48.2

39.4

12.5

n=

554

(%)

問１－１　年齢

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

無回答

5.6

5.6

8.1

6.9

6.7

7.4

8.89.6

12.8

11.4

15.5 1.6

n=

554

(%)
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問２ あなた（あて名ご本人）の主な職業は何ですか。（○はひとつ） 

 「専業主婦（夫）」が 18.4％と最も高く、次いで「無職」（16.4％）、「パートタイム・アルバイト」

（15.0％）となっている。（左図） 

 

問２－１ （前問で「７．パートタイム・アルバイト」「８．専業主婦（夫）」 

「10．無職」等と回答された方のうち、以前お勤めされていた方に） 

※ お勤めされていなかった方は、問３へお進みください。 

以前お勤めのときの主な職業は何でしたか。（○はひとつ） 

 「事務職」が 35.9％と最も高く、次いで「専門・技術職」（22.1％）、「商・工・サービス業」（20.3％）

となっている。（右図） 

 
 

  

問２　主な職業

ＴＯＴＡＬ  n=554

問２－１　以前の主な職業

ＴＯＴＡＬ  n=217

0 10 20 30 40
(%)

事務職

専門・技術職

商・工・サービス業

労務職

農林水産業

自由業

その他

無回答

35.9

22.1

20.3

5.1

0.5

0.5

15.7

0.0

 
0 10 20

(%)

専業主婦（夫）

無職

パートタイム・アルバイト

商・工・サービス業

専門・技術職

事務職

学生

労務職

自由業

農林水産業

その他

無回答

18.4

16.4

15.0

13.5

13.4

9.9

2.5

2.2

2.0

1.3

3.8

1.6
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問３ あなた（あて名ご本人）の同居家族の構成について。（○はひとつ） 

 「二世代世帯」が 45.8％と最も高く、次いで「夫婦のみの世帯」（30.7％）、「単身世帯」（12.8％）

となっている。 

 

 

 

 

問４ あなた（あて名ご本人）のお住まいについて、あてはまるものをお選びください。

（○はひとつ）

 「持ち家（戸建て）」が 51.3％と最も高く、次いで「借家（アパート・マンション等）」（15.0％）、

「持ち家（マンション等）」（13.9％）となっている。 

 

 

  

問３　同居家族の構成

夫婦のみの世帯

二世代世帯

三世代世帯

単身世帯

その他 無回答

30.7

45.8

4.7

12.8

3.8 2.2

n=

554

(%)

問４　居住形態

持ち家（戸建て）

持ち家（マンション等）

借家（戸建て）

借家（アパート・マンション
 等）

公営住宅

社宅・寮

その他
無回答

51.3

13.9

2.9

15.0

11.6

3.1

1.1

1.3

n=

554

(%)
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問５ あなた（あて名ご本人）のお住まいは、どちらですか。（○はひとつ） 

 「４ブロック」が 19.1％と最も高く、次いで「７ブロック」（12.8％）、「６ブロック」（12.5％）

となっている。 

 

１ブロック（上の原 1・2 丁目、神宝町 1・2 丁目、金山町 1・2 丁目、氷川台 1・2 丁目） 

２ブロック（大門町 1・2 丁目、新川町 2 丁目、浅間町 1～3 丁目） 

３ブロック（東本町、新川町 1 丁目、本町 1～4 丁目） 

４ブロック（小山1～5丁目、幸町1～5丁目、下里1・7丁目、野火止1～3丁目、八幡町1丁目） 

５ブロック（中央町 1～６丁目、八幡町２・３丁目、前沢 1・２丁目） 

６ブロック（学園町 1・2 丁目、ひばりが丘団地、南沢 1～5 丁目、南町 1～4 丁目） 

７ブロック（前沢 3～5 丁目、滝山 1～7 丁目、弥生 1・2 丁目） 

８ブロック（下里 2～6 丁目、柳窪 1～5 丁目） 

 

問６ あなた（あて名ご本人）の市内の居住年数についてお答えください。市内での転居

は、通算してお答えください。（○はひとつ） 

 「３０年以上」が 30.9％と最も高く、次いで「５年未満」（17.7％）、「１５～２０年未満」（15.2％）

となっている。 

 

問５　居住地区（ブロック）

１ブロック

２ブロック

３ブロック

４ブロック
５ブロック

６ブロック

７ブロック

８ブロック

無回答

9.2

10.3

11.4

19.1
11.9

12.5

12.8

11.2
1.6

n=

554

(%)

問６　市内での居住年数

５年未満

５～１０年未満

１０～１５年未満

１５～２０年未満２０～２５年未満

２５～３０年未満

３０年以上

無回答

17.7

9.9

9.0

15.27.6

8.7

30.9

1.1

n=

554

(%)
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問７ あなた（あて名ご本人）は、今後もずっと現在のお住まいで生活していきたいと思

いますか。（○はひとつ） 

 「今の住まいで生活したい」が 75.1％と最も高く、次いで「市外に転居したい」（12.3％）、「市

内の他のところに転居したい」（10.5％）となっている。 

 

 

 

 

問８ あなた（あて名ご本人）は、お住まいの地域に愛着を感じていますか。（○はひとつ） 

 「少し感じる」が 41.3％と最も高く、次いで「とても感じる」（37.5％）となっている。「少し感

じる」「とても感じる」合わせて、78.8％の人が愛着を感じている。 

 

 

  

問７　継続居住意向

今の住まいで生活したい

市内の他のところに転居した
い

市外に転居したい

無回答

75.1

10.5

12.3
2.2

n=

554

(%)

問８　居住地区への愛着度

とても感じる

少し感じる

あまり感じない

まったく感じない
わからない

無回答

37.5

41.3

11.9

1.4
6.5 1.3

n=

554

(%)
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問９ あなた（あて名ご本人）の「日常的なつきあい」について、おうかがいします。 

①  ふだん、となり近所とどのようなおつきあいをされていますか。（○はひとつ） 

「あいさつ程度」が 56.9％と最も高く、次いで「いただき物や旅行のお土産をおすそ分けする」

（29.8％）となっている。一方、「ほとんどない」は 9.4％である。 

 

②  ①で「４．ほとんどない」と答えた方におたずねします。主な理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○）

「普段つきあう機会がないから」が 63.5％と最も高く、次いで「ご近所と知り合うきっかけがない

から」（44.2％）、「仕事や家事などで忙しく時間がないから」は 32.7％である。 

 

問９－１　となり近所同士の付き合いの程度

お互いの家を行き来している

いただき物や旅行のお土産を
おすそ分けする

あいさつ程度

ほとんどない

無回答

3.6

29.8

56.9

9.4 0.4

n=

554

(%)

問９－２　付き合いが無い理由（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=52

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

普段つきあう機会がないから

ご近所と知り合うきっかけが
ないから

仕事や家事などで忙しく時間
がないから

あまりかかわりを持ちたくな
いから

引っ越してきて間もないから

同世代の人が近くにいないか
ら

気の合う人・話の合う人が近
くにいないから

その他

特に理由はない

わからない

無回答

63.5

44.2

32.7

28.8

15.4

9.6

7.7

3.8

1.9

0.0

0.0
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問 10 あなた（あて名ご本人）は、過去１年以内に（現在も含めて）、地域・学校などで

の活動や、ボランティア活動、NPO（※）活動を行ったり、参加したことはありま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 過去１年以内に参加したことがある活動では、「町内会・自治会の活動」が 13.4％と最も高く、

次いで「PTA 活動」（8.5％）、「ボランティア活動、NPO 活動」（7.4％）となっている。 

 過去１年以内に活動に「参加したことはない」は 63.7％となっている。（左図） 

 

問 11 あなた（あて名ご本人）は、今後、地域の活動、ボランティア活動、ＮＰＯ活動など

に参加したいと思いますか。現在の活動の有無にかかわらずお答えください。 

※趣味活動等は除いてお答えください。（あてはまるものすべてに○）   

 「時間に余裕があれば」が 47.3％と最も高く、次いで「関心・興味のあるテーマがあれば」（36.1％）、

「活動の場が身近なところにあれば」（28.0％）となっている。（右図） 

 

 

 

 

 

 

問 12 住みよい福祉のまちづくりのため、あなた（あて名ご本人）の生かせる「特技」「経

験」などはありますか。もしよろしければ、ご自由にご記入ください。 

※資料編参照 

  

問１０　この１年間に参加した地域・学校での活動
、ボランティア活動、ＮＰＯ活動（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

町内会・自治会の活動

ＰＴＡ活動

ボランティア活動、ＮＰＯ活
動

保育所や幼稚園の活動

高齢者、障害者等の家族会等
の活動

老人クラブでの活動

商店会の活動

その他

参加したことはない

無回答

13.4

8.5

7.4

7.2

2.0

1.6

0.9

4.2

63.7

2.9

問１１　今後の地域・学校での活動、ボランティア
活動、ＮＰＯ活動への参加意向（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50
(%)

時間に余裕があれば

関心・興味のあるテーマがあ
れば

活動の場が身近なところにあ
れば

知り合いや気の合う仲間がい
れば

参加方法などがわかれば

紹介があれば

健康状態がよくなったら

報酬があれば

家族の理解・協力が得られれ
ば

その他

活動には参加したくない・関
心がない

無回答

47.3

36.1

28.0

22.4

11.6

10.6

9.4

6.0

5.4

2.7

12.3

2.0
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問 13 あなた（あて名ご本人）は、現在の地域での暮らしに「地域のつながり」は必要

だと思いますか。（○はひとつ） 

 「どちらかといえば必要だと思う」が 54.0％と最も高く、次いで「とても必要だと思う」（33.6％）

となっており、「どちらかといえば必要だと思う」「とても必要だと思う」合わせて、87.6％となっ

ている。 

 

 

問 14 あなた（あて名ご本人）は、現在のお住まいの地域で課題と感じることはありま

すか。次のうちからあてはまるものをお選びください。（あてはまるものすべてに○）

 「夜間暗いところがあり、通行に不安」が 28.7％と最も高く、次いで「近隣同士のコミュニケー

ションが少ないと感じる」（26.5％）、「ごみなどの不法投棄がたびたびある」（20.9％）となってい

る。 

 

 

問１３　現在の地域での暮らしおける「地域のつながり」の必要性

とても必要だと思う

どちらかといえば必要だと思
う

どちらかといえば必要ないと
 思う

必要ないと思う
その他

わからない
無回答

33.6

54.0

3.2

1.30.0 6.9
1.1

n=

554

(%)

問１４　現在の居住地域での課題（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30
(%)

夜間暗いところがあり、通行
に不安

近隣同士のコミュニケーショ
ンが少ないと感じる

ゴミなどの不法投棄がたびた
びある

騒音が激しい

買い物に不便

自然環境が少ない

住民層の入れ替わりが激しい

その他

28.7

26.5

20.9

11.4

8.1

5.8

4.5

15.7
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問 15 あなた（あて名ご本人）が普段の生活上で不安になることはありますか。それぞ

れについて、あてはまる番号に○をおつけください。 

 不安になることが「強くある」ものについて、8 項目の中では、「地震にあう」が 23.8％と最も

高く、次いで「火災にあう」（7.0％）、「犯罪にあう」（6.1％）となっている。 

 

 

 

  

問１５　普段の生活上での不安度

強くある ある あまりない ない 無回答

(%)

室内で倒れ、そのままになる

犯罪にあう

悪質商法にあう

火災にあう

地震にあう

停電になる

熱中症にかかる

その他

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

554

554

554

554

554

554

554

3.4

6.1

2.3

7.0

23.8

5.4

2.9

2.9

19.1

31.9

16.4

35.2

48.7

32.5

19.1

2.3

36.3

41.0

42.1

39.4

17.3

41.3

46.8

2.9

35.4

14.1

31.8

11.4

6.5

13.5

24.7

8.8

5.8

6.9

7.4

7.0

3.6

7.2

6.5

83.0
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問 16 あなた（あて名ご本人）は、日常の困りごとを、だれに相談したり手助けをして

もらっていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 「家族」が 77.3％と最も高く、次いで「友人・知人」（47.7％）、「職場や仕事関係の人」（13.2％）

となっている。「今のところ、相談したり、手助けしてもらうことはない」は 11.2％である。 

 

  

問１６　日常の困りごとでの相談相手（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

家族

友人・知人

職場や仕事関係の人

近所の人

町内会・自治会

ケアマネジャー

ヘルパー

ボランティア

ＮＰＯのスタッフ

民生委員・児童委員

その他

誰もいないので困っている

今のところ、相談したり、手
助けしてもらうことはない

無回答

77.3

47.7

13.2

8.7

1.4

1.4

0.7

0.5

0.5

0.4

5.1

0.9

11.2

1.6
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問 17 あなた（あて名ご本人）は、この 2～3 年のうちに、街やご近所で、障害のある

人や妊婦、子ども連れ、高齢者等に対して、次のようなお手伝いなどをしたことが

ありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 「乗り物で席を譲った」が 58.8％と最も高い。経験では、次いで「階段の上下や道路の横断、電

車・バス乗降に手を貸した」（17.9％）、「様子を見に行ったり、声をかけた」（15.5％）となってい

る。一方、「何もしたことがない」は 26.0％である。（左図） 

 

問 18 お手伝いなどをしたことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

 「身近にいなかったり必要とされたことがないから」が 71.5％と最も高く、次いで「手伝いをす

るほど親しい人がいなかった」（22.2％）、「おせっかいのような気がするから」（11.1％）となって

いる。（右図） 

 

 

 

 

  

問１７　この２～３年で障害者や妊婦や子連れ、高
齢者等への手伝いなどの経験（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60
(%)

乗り物で席を譲った

階段の上下や道路の横断、電
車・バス乗降に手を貸した

様子を見に行ったり、声をか
けた

荷物を持った

車椅子を押したり持ち上げる
のを手伝った

訪問したり話し相手になった

車で送迎するなど、外出の手
助けをした

食事を作ったり、掃除や洗濯
を手伝った

買い物を代わりにした

その他

何もしたことがない

無回答

58.8

17.9

15.5

14.8

10.1

7.0

5.8

4.0

2.7

2.7

26.0

1.6

問１８　手伝いなどをしたことがない理由（複数回
答）

ＴＯＴＡＬ  n=144

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

身近にいなかったり必要とさ
れたことがないから

手伝いをするほど親しい人が
いなかった

おせっかいのような気がする
から

どのように手助けをしてよい
か、わからないから

専門の人や関係者にまかせた
方がよいと思うから

手伝いをすることに気恥ずか
しさを感じるから

その他

無回答

71.5

22.2

11.1

10.4

9.7

5.6

11.8

0.7
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問 19 あなた（あて名ご本人）は、福祉に関する知識、情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○）

 「テレビ、ラジオ、新聞、雑誌等」が 52.2％と最も高く、次いで「広報「ひがしくるめ」やパン

フレット」（50.2％）、「家族や親戚」（25.6％）となっている。一方、「特に得ていない」は 12.6％

である。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１９　福祉に関する知識、情報の入手先（複数回
答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60
(%)

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌
等

広報「ひがしくるめ」やパン
フレット

家族や親戚

近隣の人、知人、友人

インターネット

社会福祉協議会

市役所等の相談窓口

地域の相談機関（介護・障害
・子育て等）

ＮＰＯ・ボランティア等の民
間団体

その他

特に得ていない

無回答

52.2

50.2

25.6

19.5

18.1

6.0

4.5

3.8

3.6

4.0

12.6

1.6
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福祉サービスに関することについて 

問 20 ほとんどの福祉サービスは、利用者が自由に選択（必要とする福祉サービスを自

ら選択）できるようになっています。 

あなた（あて名ご本人）は、こうした利用者のための福祉にはどのようなことが

必要になると思いますか。（○は 3 つまで） 

 「福祉サービスに関する情報の提供体制を充実する」が 65.9％と最も高く、次いで「身近に相談

が受けられるようにする」（53.4％）、「行政やサービス事業者の情報公開を進める」（34.7％）とな

っている。 

 

 

 
  

問２０　福祉サービスに必要となるもの（○は３つ
まで）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

福祉サービスに関する情報の
提供体制を充実する

身近に相談が受けられるよう
にする

行政やサービス事業者の情報
公開を進める

苦情に対し、適切な対応がで
きるようにする

サービス内容を評価する仕組
みをつくる

福祉に関わる法律や制度が学
習できる機会や場の提供

ＮＰＯ法人、ボランティア団
体の育成や活動支援の充実

利用者の人権を尊重する仕組
みをつくる

その他

わからない

無回答

65.9

53.4

34.7

17.1

15.3

14.1

13.2

9.7

2.7

7.4

2.5
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問 21 あなた（あて名ご本人）は、障害のある人や妊婦、子ども連れ、高齢者等が外出

しやすいまちづくりを進めるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○は 3 つまで）

 「歩きやすいように歩道や道路の障害物を取りのぞく」が 64.6％と最も高く、次いで「建物や道

路の段差を解消する」（63.9％）、「公共施設や病院等の階段をスロープ等にする」（43.5％）となっ

ている。 

 

 

 
  

問２１　障害のある人や妊婦等が外出しやすいまち
づくりのために必要と感じること（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

歩きやすいように歩道や道路
の障害物を取りのぞく

建物や道路の段差を解消する

公共施設や病院等の階段をス
ロープ等にする

底床バスやリフト付き車両や
福祉バスを運行する

まちに車いすの人達も利用で
きるトイレを設置する

赤ちゃん用の補助席やシート
があるトイレを設置する

点字ブロックや視聴覚障害者
用の信号機の増設や整備

障害者用の駐車場を確保する

その他

わからない

無回答

64.6

63.9

43.5

20.9

16.8

13.7

9.4

8.7

8.8

1.8

2.5
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問 22 住みよい福祉のまちづくりは、地域の中で市民が協力して進める必要もあります。

あなた（あて名ご本人）は次の取り組みのうち、知っているものはどれですか。ま

た、参加したいものはどれですか。（○はそれぞれいくつでも） 

 知っているものでは、「ひとり暮らし高齢者への訪問」が 47.1％と最も高く、次いで「福祉施設

と地域住民との交流」（43.7％）、「福祉サービスや施設へのボランティア」（36.8％）となっている。 

 参加したいものでは、「福祉について学ぶ・知る機会」が 14.6％と最も高く、次いで「福祉施設

と地域住民との交流」（12.6％）、「地域の公園の清掃」（11.2％）となっている。 

 知っているものの無回答は 24.5％、参加したいものの無回答は 65.7％である。参加意向について、選

択肢の中でいずれもあてはまらなかった割合が高い。 

 

 

 
 

  

問２２　住みよい福祉のまちづくりへの取り組みの
認知状況と参加意向（複数回答）

知っている  n=554
参加したい  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

ひとり暮らし高齢者への訪問

福祉施設と地域の住民との交
流

福祉サービスや施設へのボラ
ンティア

地域の公園の清掃

ミニデイホーム

自治会による見守りなどの福
祉活動

福祉について学ぶ・知る機会

地域の子どもの遊び相手など

その他

無回答

47.1

43.7

36.8

33.2

28.2

23.8

23.3

13.2

0.2

24.5

5.4

12.6

6.1

11.2

4.3

6.7

14.6

9.4

0.4

65.7
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問 22－１ あなた（あて名ご本人）は、福祉に対する関心や意識を高めるために、どの

ような取り組みが重要だと思いますか。問 22 の中から 3 つまで選んで、番号でお

答えください。 

 「ひとり暮らし高齢者への訪問」が 46.8％と最も高く、次いで「福祉について学ぶ・知る機会」

（41.0％）、「福祉施設と地域の住民との交流」（35.4％）となっている。 

 

 

問２２－１　関心や意識を高めるために重要と考え
る取り組み（○は３つまで）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50
(%)

ひとり暮らし高齢者への訪問

福祉について学ぶ・知る機会

福祉施設と地域の住民との交
流

福祉サービスや施設へのボラ
ンティア

自治会による見守りなどの福
祉活動

ミニデイホーム

地域の公園の清掃

地域の子どもの遊び相手など

その他

無回答

46.8

41.0

35.4

32.1

29.2

23.6

12.5

8.3

0.5

14.4
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地域の助け合いなどについて 

問 23 あなた（あて名ご本人）は、地域の人々がお互いに支え合っていく上で大切なこ

とはどのようなことだと思いますか。次の中から 3 つ以内で選んでください。 

（○は 3 つまで）

 「隣近所の住民同士の普段からのつきあい」が 75.5％と最も高く、次いで「ひとりで暮らしてい

る高齢者の見守りなどの活動」（54.3％）、「地域が行う防災活動などの日常的な協力活動」（46.4％）

となっている。（左図） 

 

問 24 地域の支え合いや助け合いのために利用が望ましい場所、施設はどれですか。 

（あてはまるものすべてに○）

 「地域センター・地区センターなどの施設」が 79.6％と最も高く、次いで「学校施設」（46.2％）、

「公園、遊び場」（34.1％）となっている。（右図） 

 

 

問２３　地域の人々が支え合っていく上で大切だと
思うこと（○は３つまで）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

隣近所の住民同士の普段から
のつきあい

ひとりで暮らしている高齢者
の見守りなどの活動

地域が行う防災活動などの日
常的な協力活動

スポーツやレクリエーション
活動を通じた健康づくり

子どものしつけや子育て

障害のある人とない人との交
流

その他

わからない

無回答

75.5

54.3

46.4

24.9

21.8

19.7

1.3

2.2

2.3

問２４　地域の支え合いや助け合いのために利用が
望ましい場所、施設（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

地域センター・地区センター
などの施設

学校施設

公園、遊び場

老人ホームなどの福祉施設

マンション等集合住宅の集会
スペース

商業施設

保育所、幼稚園

ＮＰＯ法人や福祉サービス事
業所

市内の事業所の余裕スペース

医療機関

郵便局、金融機関

市民有志の個人宅

その他

無回答

79.6

46.2

34.1

27.4

22.7

22.2

19.1

16.2

16.2

11.6

5.8

2.9

1.3

3.6
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災害が起きたときの対応について 

問 25 あなた（あて名ご本人）は、火災などの避難の際に不安なことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○）

 「就寝していて火災に気づくのが遅れる」が 54.5％と最も高く、次いで「いざというときに冷静

に判断できず、パニックになる」（49.6％）となっている。 

 一方、「不安は感じていない」は 12.3％である。（左図） 

 

問 26 あなた（あて名ご本人）は、大地震などの災害に備えてどのような準備をしてい

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

 「懐中電灯」が 81.0％と最も高く、次いで「食糧や飲料水」（59.4％）、「ラジオ」（57.2％）とな

っている。 

 一方、「災害に対して備えはしていない」は 13.2％である。（右図） 

 

 

  

問２５　火災などの避難時に不安なこと          
       （複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60
(%)

就寝していて火災に気づくの
が遅れる

いざというときに冷静に判断
出来ずパニックになる

避難先や避難方向がわからず
、逃げ遅れる

体力の低下によりで避難がで
きず、逃げ遅れる

非常ベルなどの音が聞こえず
火災に気づくのが遅れる

その他

不安は感じていない

無回答

54.5

49.6

21.7

17.7

14.1

5.8

12.3

2.5

問２６　災害に備えて準備しているもの          
       （複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

懐中電灯

食糧や飲料水

ラジオ

救急用品

現金・通帳、書類

スリッパ

非常用トイレ

非常用ベル・笛

ヘルメット

近所の電話連絡帳など

その他

災害に対して備えはしていな
い

無回答

81.0

59.4

57.2

34.3

28.5

18.8

17.9

15.9

10.5

4.7

5.8

13.2

1.1
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問 27 あなた（あて名ご本人）は、ご自宅で、大地震などの災害に対してどのような対

策をしていますか。（あてはまるものすべてに○）  

 「住宅用火災警報器」が 50.9％と最も高く、次いで「家具の転倒防止」（46.2％）である。一方、

「特に何もしていない」は 25.6％である。 
 

 

問 28 在宅時に災害が発生して避難する必要がある場合、あなた（あて名ご本人）は

近所の高齢者や障害のある方などを誘導・支援しながら避難できると思いますか。

（○はひとつ） 

 「自分や家族で精いっぱいで支援はできないと思う」が 25.8％と最も高く、次いで「他の人と一

緒であればできると思う」（23.8％）、「呼びかけがあれば出来ると思う」（23.5％）となっている。 

 

 

 

問２７　自宅でしている災害への対策（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0 10 20 30 40 50 60
(%)

住宅用火災警報器

家具の転倒防止

地震に強い家に建て替え、住
み替え

ガラスの飛散防止

耐震診断や耐震補強

その他

特に何もしていない

無回答

50.9

46.2

8.3

7.2

6.0

1.4

25.6

2.7

問２８　近所の高齢者や障害者などを誘導しながら避難できるか

誘導・支援しながら避難でき
ると思う

他の人と一緒であればできる
と思う

呼びかけがあればできると思
う

自分や家族で精いっぱいで支
援はできないと思う

どのような場合でも支援はで
きないと思う

わからない
無回答

15.3

23.8

23.5

25.8

1.6
8.3 1.6

n=

554

(%)
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問 29 あなたの地域の課題解決のために、ご自身ではどのようなことが協力できると思

いますか。ご自由にご記入ください。 

※資料編参照 

 

問 30 市民同士による支え合いを進めるための、アイデア・ご提案がありましたらご自

由にご記入ください。 

※資料編参照 
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Ⅱ-3 クロス集計結果 

 

１．地域への愛着度 

 

 居住地区への愛着度は、持ち家の人ほど高く、特に持ち家（戸建て）で高い傾向がみられる。 

   

※借家（戸建て）、社宅・寮、その他はサンプル数が小さいため非掲載 

 ※    は TOTAL に対し、5%水準で有意に低い（   ）。（参考値） 

 

 居住地区への愛着度について、「とても感じる」が最も高いのは「25~30 年未満」、「30 年以上」、「10~15

年未満」の順となっている。 

 
※       は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。（参考値）

問８　居住地区への愛着度

とても感じる 少し感じる あまり感じな
い

まったく感じ
ない

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

持ち家（戸建て）

持ち家（マンション等）

借家（アパート・マンション
等）

公営住宅

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

284

77

83

64

37.5

43.0

36.4

31.3

25.0

41.3

39.8

44.2

44.6

50.0

11.9

11.3

10.4

13.3

10.9

1.4

1.4

1.3

0.0

3.1

6.5

4.6

7.8

9.6

10.9

1.3

0.0

0.0

1.2

0.0

問８　居住地区への愛着度

とても感じる 少し感じる あまり感じな
い

まったく感じ
ない

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

５年未満

５～１０年未満

１０～１５年未満

１５～２０年未満

２０～２５年未満

２５～３０年未満

３０年以上

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

98

55

50

84

42

48

171

37.5

16.3

29.1

48.0

32.1

21.4

62.5

50.3

41.3

54.1

50.9

36.0

46.4

50.0

27.1

33.3

11.9

16.3

9.1

8.0

16.7

14.3

10.4

9.4

1.4

2.0

3.6

4.0

0.0

0.0

0.0

1.2

6.5

11.2

7.3

4.0

4.8

14.3

0.0

5.3

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

居
住
形
態
別 

居
住
年
数
別
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 となり近所同士の付き合いの程度について、借家（アパート・マンション等）では、「ほとんどない」

が 19.3％と持ち家の人より高い。 

   

※借家（戸建て）、社宅・寮、その他はサンプル数が小さいため非掲載 

※       は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。（参考値） 

 

 

  

問９－１　となり近所同士の付き合いの程度

お互いの家を行
き来している

いただき物や旅
行のお土産をお
すそ分けする

あいさつ程度 ほとんどない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

持ち家（戸建て）

持ち家（マンション等）

借家（アパート・マンション
等）

公営住宅

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

284

77

83

64

3.6

4.2

3.9

0.0

6.3

29.8

35.9

18.2

16.9

29.7

56.9

54.9

68.8

63.9

50.0

9.4

4.6

9.1

19.3

12.5

0.4

0.4

0.0

0.0

1.6

居
住
形
態
別 
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２．地域活動等の状況 

 

 この１年間の地域活動等への参加状況について、年代でみると、20 代から 40 代にかけて参加割合が

高くなる傾向にあり、60 代後半から再び参加割合が高くなっている。 

 性・年代別でみると、どの年代区分でも男性より女性のほうが、参加割合は高い。 

 

 

※       は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。（参考値） 

 

  
※       は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。（参考値） 

 

  

＊問１０　この１年間の地域活動等への参加状況

参加した 参加したことはない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

62

83

78

102

71

63

86

33.4

16.1

34.9

46.2

26.5

25.4

33.3

45.3

63.7

82.3

65.1

52.6

69.6

71.8

65.1

46.5

2.9

1.6

0.0

1.3

3.9

2.8

1.6

8.1

＊問１０　この１年間の地域活動等への参加状況

参加した 参加したことはない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

　女性　計

　女性　２０～３９歳

　女性　４０～５９歳

　女性　６０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

267

83

94

88

33.4

41.9

32.5

46.8

45.5

63.7

55.8

66.3

51.1

51.1

2.9

2.2

1.2

2.1

3.4

＊問１０　この１年間の地域活動等への参加状況

参加した 参加したことはない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

　男性　計

　男性　２０～３９歳

　男性　４０～５９歳

　男性　６０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

218

56

71

90

33.4

22.9

17.9

18.3

30.0

63.7

74.3

82.1

77.5

66.7

2.9

2.8

0.0

4.2

3.3

男性女性 
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 この１年間に参加した地域活動等の参加内容について、性・年代でみると、参加したことがある活動

としては、女性 20～39 歳では「保育所や幼稚園の活動」（20.5％）が最も高く、女性 40～59 歳では「PTA

活動」（27.7％）、女性 60～74 歳では「町内会・自治会の活動」（25.0％）が最も高い。男性 20～39 歳

では、「保育所や幼稚園の活動」（10.7％）が最も高く、男性 40～59 歳では「町内会・自治会の活動」

（7.0％）、男性 60～74 歳では「町内会・自治会の活動」（17.8％）が最も高い。 

 

 

 
※○△は TOTAL に対し、5％水準で有意に高い（○）または有意に低い（△）。（参考値） 

  

問１０　この１年間に参加した地域・学校での活動、ボランティア活動、ＮＰＯ活動  
（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0

10

20

30

40

50

60

70

(%)

13.4
8.5 7.4 7.2

2.0 1.6 0.9
4.2

63.7

2.9

＊性・年代

554

267

83

94

88

218

56

71

90

ＴＯＴＡＬ    0 13.4 8.5 7.4 7.2 2.0 1.6 0.9 4.2 63.7 2.9

　女性　計    1 17.2 14.2 7.9 9.4 2.2 2.2 0.7 4.1 55.8 2.2

　女性　２０～３９歳    2 7.2 10.8 3.6 20.5 1.2 0.0 1.2 1.2 66.3 1.2

　女性　４０～５９歳    3 18.1 27.7 10.6 7.4 1.1 1.1 1.1 2.1 51.1 2.1

　女性　６０～７４歳    4 25.0 2.3 9.1 0.0 4.5 5.7 0.0 9.1 51.1 3.4

　男性　計    5 9.6 0.9 7.3 4.1 1.8 0.9 0.5 2.8 74.3 2.8

　男性　２０～３９歳    6 0.0 1.8 5.4 10.7 1.8 0.0 1.8 0.0 82.1 0.0

　男性　４０～５９歳    7 7.0 1.4 2.8 2.8 1.4 0.0 0.0 4.2 77.5 4.2

　男性　６０～７４歳    8 17.8 0.0 12.2 1.1 2.2 2.2 0.0 3.3 66.7 3.3

町
内
会
・
自
治
会
の
活
動

1

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

4

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動

2

保
育
所
や
幼
稚
園
の
活
動

3

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
家
族
会
等

の
活
動

5

老
人
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

6

商
店
会
の
活
動

7

そ
の
他

8

参
加
し
た
こ
と
は
な
い

9

無
回
答

10

n
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 今後の地域活動等への参加意向について、この１年間に何らかの地域活動等に参加した人の 97.3％は

参加意向があり、参加したことはない人についても 80.7％は参加意向がある。 

 

   

 

 この１年間に地域活動等に参加していない人の今後の地域活動等への参加意向について、性・年代別

でみると、男性・女性とも 40～59 歳で「時間に余裕があれば」（ともに 60.6％）が他の性・年代より

高い。また、女性 60～74 歳では「活動の場が身近なところにあれば」（34.1％）が最も高く、男性 60

～74 歳では「関心・興味のあるテーマがあれば」（32.2％）が最も高くなっている。 

 
※○△は TOTAL に対し、5％水準で有意に高い（○）または有意に低い（△）。（参考値） 

 

＊問１１　今後の地域活動等への参加意向

何らかの活動に参加したい 活動には参加したくない・関
心がない

無回答

(%)

参加した

参加したことはない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

185

353

97.3

80.7

2.2

17.6

0.5

1.7

問１１　今後の地域・学校での活動、ボランティア活動、ＮＰＯ活動への参加意向（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0

10

20

30

40

50
(%)

47.3

36.1

28.0

22.4

11.6 10.6 9.4
6.0 5.4

2.7

12.3

2.0

＊性・年代

554

267

83

94

88

218

56

71

90

ＴＯＴＡＬ    0 47.3 36.1 28.0 22.4 11.6 10.6 9.4 6.0 5.4 2.7 12.3 2.0

　女性　計    1 50.6 40.4 33.0 28.5 14.6 10.5 10.1 6.7 7.5 4.5 9.4 1.1

　女性　２０～３９歳    2 59.0 47.0 32.5 28.9 15.7 14.5 3.6 8.4 7.2 1.2 10.8 0.0

　女性　４０～５９歳    3 60.6 38.3 31.9 31.9 10.6 3.2 7.4 8.5 4.3 4.3 11.7 0.0

　女性　６０～７４歳    4 30.7 35.2 34.1 23.9 17.0 14.8 19.3 3.4 11.4 8.0 5.7 3.4

　男性　計    5 46.3 32.1 22.0 17.4 7.3 10.6 6.4 5.5 2.8 0.0 15.1 3.7

　男性　２０～３９歳    6 46.4 28.6 12.5 16.1 5.4 5.4 0.0 5.4 0.0 0.0 25.0 1.8

　男性　４０～５９歳    7 60.6 35.2 26.8 16.9 9.9 11.3 5.6 7.0 5.6 0.0 11.3 2.8

　男性　６０～７４歳    8 34.4 32.2 24.4 18.9 6.7 13.3 11.1 4.4 2.2 0.0 12.2 5.6

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
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関
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興
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る
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れ
ば
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方
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れ
ば

5

紹
介
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れ
ば

2

健
康
状
態
が
よ
く
な
っ
た
ら

8

報
酬
が
あ
れ
ば

9

家
族
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
れ

ば

6

そ
の
他

10

活
動
に
は
参
加
し
た
く
な
い
・
関

心
が
な
い

11

無
回
答

12

n

この１年間の

地域活動等へ

の参加状況別 
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３．地域のつながり 

 

 現在の地域での暮らしにおける「地域のつながり」の必要性について、年代でみると、60 代を除き、

どの年代も「とても必要だと思う」が３割以上となっており、「どちらかといえば必要だと思う」も合

わせると、いずれの年代でも「必要だと思う」が８割を超えている。 

 性・年代別でみると、「とても必要だと思う」割合は、いずれも同程度となっている。男性 20～39 歳

では「どちらかといえば必要ないと思う」が他の性・年代に比べて高い。 

 

 

  

 

 

   

※    は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）。（参考値） 

 

 

問１３　現在の地域での暮らしおける「地域のつながり」の必要性

とても必要だ
と思う

どちらかとい
えば必要だと
思う

どちらかとい
えば必要ない
と思う

必要ないと思
う

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

62

83

78

102

71

63

86

33.6

37.1

34.9

39.7

32.4

25.4

27.0

37.2

54.0

48.4

53.0

50.0

54.9

62.0

58.7

52.3

3.2

8.1

4.8

0.0

2.9

5.6

1.6

1.2

1.3

0.0

1.2

3.8

1.0

0.0

3.2

0.0

6.9

6.5

6.0

6.4

8.8

5.6

6.3

5.8

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

3.2

3.5

問１３　現在の地域での暮らしおける「地域のつながり」の必要性

とても必要
だと思う

どちらかと
いえば必要
だと思う

どちらかと
いえば必要
ないと思う

必要ないと
思う

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

　女性　計

　女性　２０～３９歳

　女性　４０～５９歳

　女性　６０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

267

83

94

88

33.6

35.6

36.1

37.2

33.0

54.0

53.6

55.4

50.0

55.7

3.2

1.9

2.4

1.1

2.3

1.3

1.5

0.0

3.2

1.1

6.9

6.4

6.0

8.5

4.5

1.1

1.1

0.0

0.0

3.4

問１３　現在の地域での暮らしおける「地域のつながり」の必要性

とても必要
だと思う

どちらかと
いえば必要
だと思う

どちらかと
いえば必要
ないと思う

必要ないと
思う

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

　男性　計

　男性　２０～３９歳

　男性　４０～５９歳

　男性　６０～７４歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

554

218

56

71

90

33.6

33.9

35.7

33.8

32.2

54.0

54.1

42.9

56.3

60.0

3.2

4.6

12.5

2.8

1.1

1.3

0.5

1.8

0.0

0.0

6.9

6.0

7.1

7.0

4.4

1.1

0.9

0.0

0.0

2.2

男性女性 
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 現在の居住地域での課題について、性・年代別でみると、男女とも 60～74 歳では、「近隣同士のコミ

ュニケーションが少ないと感じる」が最も高く、女性 60～74 歳では 33.0％、男性 60～74 歳では 40.0％

となっている。 

 

 

※○△は TOTAL に対し、5％水準で有意に高い（○）または有意に低い（△）。（参考値） 

  

問１４　現在の居住地域での課題（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0

10

20

30
(%)

28.7
26.5

20.9

11.4

8.1

5.8
4.5

15.7

19.0

＊性・年代

554

267

83

94

88

218

56

71

90

ＴＯＴＡＬ    0 28.7 26.5 20.9 11.4 8.1 5.8 4.5 15.7 19.0

　女性　計    1 31.5 23.6 21.0 10.1 7.9 5.2 4.1 17.2 17.2

　女性　２０～３９歳    2 50.6 20.5 12.0 6.0 8.4 6.0 2.4 22.9 12.0

　女性　４０～５９歳    3 28.7 17.0 26.6 16.0 8.5 5.3 5.3 17.0 17.0

　女性　６０～７４歳    4 15.9 33.0 23.9 6.8 6.8 4.5 4.5 11.4 22.7

　男性　計    5 26.6 31.2 23.4 12.8 6.9 6.4 3.7 12.4 18.3

　男性　２０～３９歳    6 44.6 19.6 21.4 14.3 8.9 5.4 3.6 21.4 12.5

　男性　４０～５９歳    7 32.4 28.2 25.4 12.7 8.5 8.5 2.8 11.3 15.5

　男性　６０～７４歳    8 11.1 40.0 23.3 12.2 4.4 5.6 4.4 7.8 24.4

夜
間
暗
い
と
こ
ろ
が
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り
、
通
行

に
不
安

1

近
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士
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ュ
ニ
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が
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な
い
と
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る

3
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な
ど
の
不
法
投
棄
が
た
び
た

び
あ
る

2

騒
音
が
激
し
い

7

買
い
物
に
不
便

5

自
然
環
境
が
少
な
い

6

住
民
層
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い

4

そ
の
他

8

無
回
答

9

n
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 日常の困りごとでの相談相手について、性・年代別でランキングをみると、男女ともに 60～74 歳で

は、「家族」「友人・知人」に次いで「近所の人」があげられている。 

（％） 

  1 位 2 位 3 位 4 位 5 位   

ＴＯＴＡＬ 家族 友人・知人 
職場や仕事関

係の人 
近所の人 その他 

今のところ、相談した

り、手助けしてもらう

ことはない 

(n=554) 77.3 47.7 13.2 8.7 5.1 11.2 

女性 計 家族 友人・知人 
職場や仕事関

係の人 
近所の人 その他 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=267) 88.0 58.8 14.2 10.5 4.1 4.9 

女性 

２０～３９歳 
家族 友人・知人 

職場や仕事関

係の人 
近所の人 その他 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=83) 95.2 72.3 20.5 10.8 4.8 0.0  

女性  

４０～５９歳 
家族 友人・知人 

職場や仕事関

係の人 

近所の人 

（4 位） 

その他 

（4 位） 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=94) 87.2 63.8 17.0 6.4 6.4 5.3 

女性 

６０～７４歳 
家族 友人・知人 近所の人 

ケアマネジャー

（4 位） 

職場や仕事関

係の人 

（4 位） 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=88) 81.8 39.8 13.6 4.5 4.5 9.1 

男性 計 家族 友人・知人 
職場や仕事関

係の人 
近所の人 その他 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=218) 69.3 36.7 14.2 6.9 4.1 16.1 

男性 

２０～３９歳 
家族 友人・知人 

職場や仕事関

係の人 
その他 近所の人 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=56) 80.4 60.7 21.4 3.6 1.8 8.9 

男性 

４０～５９歳 
家族 友人・知人 

職場や仕事関

係の人 
その他 近所の人 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=71) 63.4 32.4 18.3 5.6 2.8 18.3 

男性 

６０～７４歳 
家族 友人・知人 近所の人 

町内会・自治会

（4 位） 

ボランティア 

（4 位） 

今のところ、相談し

たり、手助けしても

らうことはない 

(n=90) 66.7 25.6 13.3 1.1 1.1 18.9 
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 日常の困りごとでの相談相手について、居住地区別でみると、４ブロックでは他のブロックより「近

所の人」や「町内会・自治会」の回答割合が高い。 

 

 

 

※○は TOTAL に対し、5％水準で有意に高い（○）。（参考値） 

 

 

 福祉に関する知識、情報の入手先について、年代別でみると、「広報「ひがしくるめ」やパンフレッ

ト」は年代があがるにつれ、高くなっており、20 代では 11.3％に対し、70～74 歳では 62.8％である。

また、20 代では「特に得ていない」が 29.0％と、他の年代に比べ特に高い。（次ページ左図） 

 福祉に関する知識、情報の入手先について、この１年間に何らかの地域活動等に参加した人と参加し

たことはない人を比べると、入手先として「広報「ひがしくるめ」やパンフレット」や、「近隣の人、

知人、友人」などで差が大きく、参加したことはない人では、「特に得ていない」は 17.8％となってい

る。（次ページ右図） 

問１６　日常の困りごとでの相談相手（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=554

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

77.3

47.7

13.2
8.7

1.4 1.4 0.7 0.5 0.5 0.4
5.1

0.9

11.2

1.6

問５　居住地区（ブロック）

554

51

57

63

106

66

69

71

62

ＴＯＴＡＬ    0 77.3 47.7 13.2 8.7 1.4 1.4 0.7 0.5 0.5 0.4 5.1 0.9 11.2 1.6

１ブロック    1 78.4 47.1 11.8 9.8 0.0 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 2.0 3.9 9.8 2.0

２ブロック    2 71.9 52.6 12.3 8.8 1.8 0.0 1.8 1.8 0.0 0.0 5.3 1.8 15.8 5.3

３ブロック    3 81.0 46.0 6.3 3.2 0.0 4.8 1.6 0.0 1.6 0.0 4.8 0.0 11.1 0.0

４ブロック    4 81.1 52.8 15.1 16.0 4.7 0.9 0.0 0.9 0.9 0.9 5.7 0.0 9.4 0.0

５ブロック    5 74.2 42.4 15.2 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 9.1 3.0

６ブロック    6 81.2 53.6 14.5 7.2 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 1.4 5.8 1.4

７ブロック    7 76.1 36.6 12.7 5.6 0.0 2.8 1.4 1.4 0.0 0.0 9.9 1.4 11.3 2.8

８ブロック    8 74.2 50.0 16.1 9.7 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 16.1 0.0

家
族

1

友
人
・
知
人

2
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や
仕
事
関
係
の
人

10
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所
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治
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4
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ア
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ジ
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8

ヘ
ル
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7

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

5

Ｎ
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の
ス
タ
ッ
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6

民
生
委
員
・
児
童
委
員

9

そ
の
他

11

誰
も
い
な
い
の
で
困
っ
て
い
る

12

今
の
と
こ
ろ
、
相
談
し
た
り
、
手

助
け
し
て
も
ら
う
こ
と
は
な
い

13

無
回
答

14

n
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※       は TOTAL に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。（参考値） 

 

  

問１９　福祉に関する知識、情報の入手先（複数回答）

２０～２９歳  n=62 ３０～３９歳  n=83 ４０～４９歳  n=78

５０～５９歳  n=102 ６０～６４歳  n=71 ６５～６９歳  n=63
７０～７４歳  n=86

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌
等

広報「ひがしくるめ」やパン
フレット

家族や親戚

近隣の人、知人、友人

インターネット

社会福祉協議会

市役所等の相談窓口

地域の相談機関（介護・障害
・子育て等）

ＮＰＯ・ボランティア等の民
間団体

その他

特に得ていない

無回答

46.8

11.3

33.9

11.3

22.6

0.0

0.0

3.2

3.2

8.1

29.0

1.6

41.0

47.0

26.5

21.7

22.9

2.4

6.0

3.6

2.4

6.0

15.7

0.0

44.9

51.3

21.8

17.9

25.6

3.8

1.3

3.8

2.6

5.1

14.1

0.0

56.9

54.9

18.6

17.6

17.6

7.8

3.9

2.0

4.9

3.9

8.8

3.9

63.4

57.7

28.2

15.5

16.9

2.8

8.5

5.6

2.8

4.2

7.0

0.0

54.0

58.7

22.2

27.0

15.9

7.9

6.3

4.8

4.8

0.0

9.5

1.6

58.1

62.8

31.4

24.4

7.0

15.1

4.7

4.7

4.7

1.2

5.8

3.5

問１９　福祉に関する知識、情報の入手先（複数回
答）

参加した  n=185

参加したことはない  n=353

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌
等

広報「ひがしくるめ」やパン
フレット

家族や親戚

近隣の人、知人、友人

インターネット

社会福祉協議会

市役所等の相談窓口

地域の相談機関（介護・障害
・子育て等）

ＮＰＯ・ボランティア等の民
間団体

その他

特に得ていない

無回答

50.3

60.5

26.5

34.1

18.9

11.4

4.9

7.6

6.5

4.9

3.8

0.5

52.7

44.8

25.8

12.2

18.4

3.1

4.5

2.0

2.3

3.7

17.8

1.4
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 福祉に関する知識、情報の入手先について、性・年代別にランキングをみると、女性ではどの年代に

おいても「広報「ひがしくるめ」やパンフレット」が最も高く、男性では「テレビ、ラジオ、新聞、雑

誌等」が最も高い。男性 20～39 歳では、「インターネット」が広報等より高い一方、女性 60～74 歳で

はインターネットは 5 位までに入っていない。 

 

（％） 

  1 位 2 位 3 位 4 位 5 位   

ＴＯＴＡＬ 
テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

広報「ひがしくる

め」やパンフレッ

ト 

家族や親戚 
近隣の人、知

人、友人 
インターネット 特に得ていない

(n=554) 52.2 50.2 25.6 19.5 18.1 12.6 

 女性 計 

広報「ひがしくる

め」やパンフレ

ット 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

近隣の人、知

人、友人 
家族や親戚 インターネット 特に得ていない

(n=267) 57.3 51.3 24.0 22.8 17.6 11.2 

女性 

２０～３９歳 

広報「ひがしくる

め」やパンフレ

ット 

（１位） 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

（１位） 

インターネット 家族や親戚 
近隣の人、知

人、友人 
特に得ていない

(n=83) 42.2 42.2 25.3 22.9 20.5 20.5 

女性 

４０～５９歳 

広報「ひがしくる

め」やパンフレ

ット 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

近隣の人、知

人、友人 
インターネット 家族や親戚 特に得ていない

(n=94) 60.6 52.1 22.3 19.1 16.0 8.5 

女性 

６０～７４歳 

広報「ひがしくる

め」やパンフレ

ット 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 
家族や親戚 

近隣の人、知

人、友人 

社会福祉協議

会 
特に得ていない

(n=88) 67.0 59.1 29.5 28.4 11.4 5.7 

 男性 計 
テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

広報「ひがしくる

め」やパンフレッ

ト 

家族や親戚 インターネット 
近隣の人、知

人、友人 
特に得ていない

(n=218) 51.4 40.4 30.3 18.8 11.9 14.7 

男性 

２０～３９歳 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 
家族や親戚 インターネット 

広報「ひがしくる

め」やパンフレ

ット 

近隣の人、知

人、友人 
特に得ていない

(n=56) 46.4 37.5 21.4 17.9 10.7 21.4 

男性 

４０～５９歳 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

広報「ひがしくる

め」やパンフレッ

ト 

家族や親戚 インターネット 
近隣の人、知

人、友人 
特に得ていない

(n=71) 47.9 42.3 26.8 19.7 11.3 16.9 

男性 

６０～７４歳 

テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌等 

広報「ひがしくる

め」やパンフレッ

ト 

家族や親戚 インターネット 
近隣の人、知

人、友人 
特に得ていない

(n=90) 57.8 53.3 28.9 16.7 13.3 7.8 

※女性 60～74 歳のインターネットは 6 位（8.0％） 
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４．福祉サービスに関すること 

 

 福祉に対する関心や意識を高めるために重要だと考える取組みについて、性別で差がみられる部分に

注目すると、女性と比べて男性のほうが、「地域の公園の清掃」が高く、一方、「福祉について学ぶ・知

る機会」、「ミニデイホーム」は低い。（左図） 

 福祉に対する関心や意識を高めるために重要だと考える取り組みについて、福祉に関する情報を得て

いる人と得ていない人を比べると、何らかの情報を得ている人のほうが「福祉について学ぶ・知る機会」

が高く、一方、「地域の公園の清掃」は低い。 

 

  
 

※       は女性に対し、 

5%水準で有意に高い（   ）または 

有意に低い（   ）。（左図） 

 

※       は何らかの情報を得ている 

に対し、5%水準で有意に高い（   ） 

または有意に低い（   ）。（右図） 

 

  

問２２－１　関心や意識を高めるために重要と考え
る取り組み（○は３つまで）

女性  n=267
男性  n=218

0 10 20 30 40 50 60
(%)

ひとり暮らし高齢者への訪問

福祉について学ぶ・知る機会

福祉施設と地域の住民との交
流

福祉サービスや施設へのボラ
ンティア

自治会による見守りなどの福
祉活動

ミニデイホーム

地域の公園の清掃

地域の子どもの遊び相手など

その他

無回答

42.3

46.8

34.1

34.5

28.8

27.7

9.4

9.0

1.1

12.4

50.9

35.8

39.0

30.3

30.7

19.7

15.6

6.9

0.0

15.1

問２２－１　関心や意識を高めるために重要と考え
る取り組み（○は３つまで）

何らかの情報を得ている  n=475
特に情報は得ていない  n=70

0 10 20 30 40 50
(%)

ひとり暮らし高齢者への訪問

福祉について学ぶ・知る機会

福祉施設と地域の住民との交
流

福祉サービスや施設へのボラ
ンティア

自治会による見守りなどの福
祉活動

ミニデイホーム

地域の公園の清掃

地域の子どもの遊び相手など

その他

無回答

47.8

42.7

36.4

32.4

29.1

24.4

11.4

7.6

0.6

13.7

40.0

30.0

27.1

32.9

30.0

18.6

20.0

14.3

0.0

17.1
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５．地域の助け合いなどについて 

 

 地域の人々が支え合っていく上で大切だと思うことについて、性別でみると、女性のほうが男性より

「隣近所の住民同士の普段からのつきあい」や「ひとりで暮らしている高齢者の見守りなどの活動」、「障

害のある人とない人との交流」が高く、一方、「スポーツやレクリエーション活動を通じた健康づくり」

は低い。 

 

  

※       は女性に対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。 

 

  

問２３　地域の人々が支え合っていく上で大切だと
思うこと（○は３つまで）

女性  n=267

男性  n=218

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

隣近所の住民同士の普段から
のつきあい

ひとりで暮らしている高齢者
の見守りなどの活動

地域が行う防災活動などの日
常的な協力活動

スポーツやレクリエーション
活動を通じた健康づくり

子どものしつけや子育て

障害のある人とない人との交
流

その他

わからない

無回答

80.1

59.9

46.1

21.0

19.9

24.3

1.1

1.1

2.2

72.5

48.2

48.6

32.1

22.0

14.7

1.4

2.3

2.8
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 この 2～3 年のうちに、街や近所で、障害者や妊婦や子連れ、高齢者等に対して、したことのある手

助けについて、男性では、「車椅子を押したり持ち上げるのを手伝った」が女性より高く、一方、「様子

を見に行ったり、声をかけた」、「訪問したり話し相手になった」では女性が男性より高い。 

 手助けをしたことがない理由としては、男性では「手伝いをするほど親しい人がいなかった」が女性

と比べて高くなっている。 

 

  

※       は女性に対し、 

5%水準で有意に高い（   ） 

または有意に低い（   ）。 

 

  

問１７　この２～３年で障害者や妊婦や子連れ、高
齢者等への手伝いなどの経験（複数回答）

女性  n=267

男性  n=218

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

乗り物で席を譲った

階段の上下や道路の横断、電
車・バス乗降に手を貸した

様子を見に行ったり、声をか
けた

荷物を持った

車椅子を押したり持ち上げる
のを手伝った

訪問したり話し相手になった

車で送迎するなど、外出の手
助けをした

食事を作ったり、掃除や洗濯
を手伝った

買い物を代わりにした

その他

何もしたことがない

無回答

62.5

17.2

19.5

14.6

7.5

8.6

6.0

5.6

2.2

3.4

21.7

1.1

55.5

17.9

8.7

12.8

12.8

4.1

6.0

2.3

2.8

1.4

29.4

2.3

問１８　手伝いなどをしたことがない理由（複数回
答）

女性  n=58

男性  n=64

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

身近にいなかったり必要とさ
れたことがないから

手伝いをするほど親しい人が
いなかった

おせっかいのような気がする
から

どのように手助けをしてよい
か、わからないから

専門の人や関係者にまかせた
方がよいと思うから

手伝いをすることに気恥ずか
しさを感じるから

その他

無回答

75.9

13.8

15.5

13.8

5.2

5.2

13.8

1.7

68.8

31.3

9.4

7.8

9.4

4.7

10.9

0.0
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６．災害が起きたときの対応 

 

 火災などの避難時に不安なことについて、福祉に関する情報の入手状況別でみると、特に情報を得て

いない人では、「就寝していて火災に気づくのが遅れる」、「避難先や避難方向がわからず、逃げ遅れる」

が高い。 

 

※    は何らかの情報を得ているに対し、5%水準で有意に高い（   ）。 

 

 

 近所の高齢者や障害者などを誘導しながら避難できるかについて、ここ２～３年間の手伝い経験の有

無別でみると、何らかの手伝い経験がある人のほうが何もしたことがない人に比べて、「誘導・支援し

ながら避難できると思う」が高い。 

 

 

※       は何らかの手伝い経験があるに対し、5%水準で有意に高い（   ）または有意に低い（   ）。 

 

  

問２５　火災などの避難時に不安なこと（複数回答）

何らかの情報を得ている  n=475

特に情報は得ていない  n=70

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

就寝していて火災に気づくの
が遅れる

いざというときに冷静に判断
出来ずパニックになる

避難先や避難方向がわからず
、逃げ遅れる

体力の低下によりで避難がで
きず、逃げ遅れる

非常ベルなどの音が聞こえず
火災に気づくのが遅れる

その他

不安は感じていない

無回答

53.1

50.3

20.2

18.5

14.1

5.7

12.4

2.5

68.6

47.1

32.9

14.3

15.7

7.1

10.0

0.0

問２８　近所の高齢者や障害者などを誘導しながら避難できるか

誘導・支援
しながら避
難できると
思う

他の人と一
緒であれば
できると思
う

呼びかけが
あればでき
ると思う

自分や家族
で精いっぱ
いで支援は
できないと
思う

どのような
場合でも支
援はできな
いと思う

わからない 無回答

(%)

何らかの手伝い経験がある

何もしたことがない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

401

144

17.7

9.0

23.9

22.9

23.4

23.6

24.7

29.2

1.0

3.5

8.0

9.7

1.2

2.1

ここ２～３年間

の手伝い経験

の有無別 

福祉に関する情報の入手状況別 
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Ⅲ 資料編 

Ⅲ-1 調査票 

 

 
 
 
 
 

 日ごろから皆様には、市政の発展のためにご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。 

 さて、このたび東久留米市では、福祉のまちづくりを進め、すべての市民が安全・安心

で住みよい地域づくりに参加できるように、日ごろお考えになっていること、あるいはお

住まいの地域で感じている課題などをお聞きし、地域福祉の計画づくりに役立てることを

目的として、本アンケートを実施することといたしました。 

この調査にご協力いただくために、市内にお住まいの 1,500 人の皆様を無作為に  

（くじ引きのような方法で）選ばせていただきました。お答えいただきました内容はすべ

て統計的に処理し、本調査目的以外に使用することはいたしません。 

お忙しいところ、まことに恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご回答いただ

きますよう、お願い申し上げます。 

 

平成２５年９月                   東久留米市長 馬 場  一 彦 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～ みんなでつくる福祉のまちづくりをめざして ～ 
東久留米市地域福祉に関するおたずね 

調査ご協力のお願い 

 
 
１ ご回答は、あて名のご本人がお答えください。筆記用具は、鉛筆、またはボールペ

ンなど、どのようなものでも構いません。 
 
２ ご回答は（○はひとつ）、（あてはまるものすべてに○）など、設問ごとに表示して

いますので、指示にしたがってご回答ください。「その他」を選択された場合、カッ
コ内に内訳などをご記入いただく場合があります。 

 
３ 返送いただいた調査票、ご回答は無記名でいただきますので回答者（個人）が特定

されることはありません。また、回答はすべて統計的に処理し、個々の調査票を外部
に出すことはありません。 

 
ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）で 

９月２４日（火）までにご投函ください。 
なお、ご住所、お名前は記入なさらなくて結構です。 

 
 
【アンケートの問い合わせ先】 東久留米市福祉保健部 福祉総務課 福祉政策係 
            電話 ０４２（４７０）７７７７（代表） 

内線 ２５１１ 

ご記入に当たって 
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あなた（あて名ご本人）のことについて、おたずねします。 

問１ あなた（あて名ご本人）の性別、年齢をお答えください。（それぞれ○はひとつ） 

〔性別〕   １．女性 ２．男性  

〔年齢〕 

１．20～24 歳 

２．25～29 歳 

３．30～34 歳 

  

４．35～39 歳 

５．40～44 歳 

６．45～49 歳 

 

７．50～54 歳 

８．55～59 歳 

９．60～64 歳 

 

10．65～69 歳 

11．70～74 歳 

 

問２ あなた（あて名ご本人）の主な職業は何ですか。（○はひとつ） 

1．商・工・サービス業 

2．農林水産業 

3．自由業 

4．専門・技術職 

5．事務職 

6．労務職 

7．パートタイム・アルバイト 

8．専業主婦（夫） 

9．学生 

10．無職 

11．その他（    ） 

 

問２－１ （前問で「７．パートタイム・アルバイト」「８．専業主婦（夫）」 

「10．無職」等と回答された方のうち、以前お勤めされていた方に） 

※ お勤めされていなかった方は、問３へお進みください。 

以前お勤めのときの主な職業は何でしたか。（○はひとつ）  

1．商・工・サービス業 

2．農林水産業 

3．自由業 

4．専門・技術職 

5．事務職 

6．労務職 

７．その他 

（         ）

 

【 すべての方におたずねします。】 

問３ あなた（あて名ご本人）の同居家族の構成について。（○はひとつ） 

1．夫婦のみの世帯 

2．二世代世帯 

3．三世代世帯 

4．単身世帯 

5．その他 

（         ） 

 

問４ あなた（あて名ご本人）のお住まいについて、あてはまるものをお選びください。

（○はひとつ） 

1．持ち家（戸建て）     

2．持ち家（マンション等）    

3．借家（戸建て）     

4．借家（アパート・マンション等）  

5．公営住宅 

6．社宅・寮 

7．その他 

（         ） 
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問５ あなた（あて名ご本人）のお住まいは、どちらですか。（○はひとつ） 

1．１ブロック（上の原 1・2 丁目、神宝町 1・2 丁目、金山町 1・2 丁目、氷川台 1・2 丁目） 

2．２ブロック（大門町 1・2 丁目、新川町 2 丁目、浅間町 1～3 丁目） 

3．３ブロック（東本町、新川町 1 丁目、本町 1～4 丁目） 

4．４ブロック（小山1～5丁目、幸町1～5丁目、下里1・7丁目、野火止1～3丁目、八幡町1丁目）

5．５ブロック（中央町 1～６丁目、八幡町２・３丁目、前沢 1・２丁目） 

6．６ブロック（学園町 1・2 丁目、ひばりが丘団地、南沢 1～5 丁目、南町 1～4 丁目） 

7．７ブロック（前沢 3～5 丁目、滝山 1～7 丁目、弥生 1・2 丁目） 

8．８ブロック（下里 2～6 丁目、柳窪 1～5 丁目） 

 

問６ あなた（あて名ご本人）の市内の居住年数についてお答えください。市内での転居

は、通算してお答えください。（○はひとつ） 

１．5 年未満 

２．５～１０年未満 

３．１０～１５年未満 

４．１５～２０年未満 

５．２０～２５年未満 

６．２５～３０年未満 

７．３０年以上 

 

問７ あなた（あて名ご本人）は、今後もずっと現在のお住まいで生活していきたいと思

いますか。（○はひとつ） 

１．今の住まいで生活したい 

２．市内の他のところに転居したい 

３．市外に転居したい 

 

 

問８ あなた（あて名ご本人）は、お住まいの地域に愛着を感じていますか。（○はひとつ） 

１．とても感じる 

２．少し感じる 

３．あまり感じない 

４．まったく感じない  

５．わからない 

 

 

 

東久留米市地域資源ＰＲ 

マスコットキャラクター 
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問９ あなた（あて名ご本人）の「日常的なつきあい」について、おうかがいします。 

① ふだん、となり近所とどのようなおつきあいをされていますか。（○はひとつ） 

１．お互いの家を行き来している  

２．いただき物や旅行のお土産をおすそ分けする 

３．あいさつ程度 

４．ほとんどない 

 

② ①で「４．ほとんどない」と答えた方におたずねします。主な理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1．仕事や家事などで忙しく時間がないから 

2．引っ越してきて間もないから     

3．普段つきあう機会がないから     

4．ご近所と知り合うきっかけがないから

5．同世代の人が近くにいないから    

6．気の合う人・話の合う人が近くにいないから 

７．あまりかかわりを持ちたくないから

８．その他 

（             ） 

９．特に理由はない 

10．わからない 

 

【 すべての方におたずねします。】 

問 10 あなた（あて名ご本人）は、過去１年以内に（現在も含めて）、地域・学校などで

の活動や、ボランティア活動、NPO（※）活動を行ったり、参加したことはありま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．町内会・自治会の活動 

２．ボランティア活動、NPO 活動 

３．保育所や幼稚園の活動 

４．ＰＴＡ活動 

５．高齢者、障害者等の家族会等の活動 

６．老人クラブでの活動 

７．商店会の活動 

８．その他 

（                     ） 

９．参加したことはない 

※ＮＰＯ：福祉、教育・文化、まちづくり、環境、国際協力など様々な社会貢献活動を行い、団体の構

成員に対し、収益を分配することを目的としない団体を指します。なお、収益を目的とする

事業を行うこと自体は認められますが、事業で得た収益は様々な社会貢献活動に充てること

になります。 
 

問 11 あなた（あて名ご本人）は、今後、地域の活動、ボランティア活動、ＮＰＯ活動など

に参加したいと思いますか。現在の活動の有無にかかわらずお答えください。 

※趣味活動等は除いてお答えください。（あてはまるものすべてに○）   

１．時間に余裕があれば 

２．紹介があれば    

３．知り合いや気の合う仲間がいれば 

４．関心・興味のあるテーマがあれば  

５．参加方法などがわかれば 

６．家族の理解・協力が得られれば  .  

７．活動の場が身近なところにあれば 

８．健康状態がよくなったら 

９．報酬があれば 

10．その他 

（                    ）

11．活動には参加したくない・関心がない



49 
 

問 12 住みよい福祉のまちづくりのため、あなた（あて名ご本人）の生かせる「特技」「経

験」などはありますか。もしよろしければ、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなた（あて名ご本人）は、現在の地域での暮らしに「地域のつながり」は必要

だと思いますか。（○はひとつ） 

１．とても必要だと思う    

２．どちらかといえば必要だと思う 

３．どちらかといえば必要ないと思う 

４．必要ないと思う 

５．その他 （            ）

６．わからない 

 

 

問 14 あなた（あて名ご本人）は、現在のお住まいの地域で課題と感じることはありま

すか。次のうちからあてはまるものをお選びください。（あてはまるものすべてに○） 

１．夜間暗いところがあり、通行に不安 

２．ゴミなどの不法投棄がたびたびある 

３．近隣同士のコミュニケーションが 

少ないと感じる 

４．住民層の入れ替わりが激しい 

５．買い物に不便 

６．自然環境が少ない 

７．騒音が激しい 

８．その他 （         ） 

 

 

問 15 あなた（あて名ご本人）が普段の生活上で不安になることはありますか。それぞ

れについて、あてはまる番号に○をおつけください。 

 

 

（不安が）

強くある 

（不安が） 

ある 

（不安は） 

あまりない 

（不安は）

ない 

室内で倒れ、そのままになる・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

犯罪にあう・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

悪質商法にあう・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

火災にあう・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

地震にあう・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

停電になる・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

熱中症にかかる・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ 

その他（               ） １ ２ ３ ４ 
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問 16 あなた（あて名ご本人）は、日常の困りごとを、だれに相談したり手助けをして

もらっていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．家族 

２．友人・知人 

３．近所の人 

４．町内会・自治会  

５．ボランティア 

６．ＮＰＯのスタッフ 

７．ヘルパー 

８．ケアマネジャー 

９．民生委員・児童委員

10．職場や仕事関係の人 

11．その他 

（                ） 

12．誰もいないので困っている 

13．今のところ、相談したり、手助

けしてもらうことはない 

 

 

問 17 あなた（あて名ご本人）は、この 2～3 年のうちに、街やご近所で、障害のある

人や妊婦、子ども連れ、高齢者等に対して、次のようなお手伝いなどをしたことが

ありますか。（あてはまるものすべてに○） 

1．乗り物で席を譲った 

2．荷物を持った 

3．階段の上り下りや道路の横断、電車 

・バスの乗り降りに手を貸した 

4．車いすを押したり、持ち上げるのを手伝った

5．様子を見に行ったり、声をかけた 

6．訪問したり、話し相手になった 

7．買い物を代わりにした 

8．車で送り迎えをするなど、外出の手助けをした

9．食事を作ったり、掃除や洗濯を手伝った

10．その他 

   （                ）

11．何もしたことがない 

 

 

（問 17 で「11．何もしたことがない」と答えた方に） 

問 18 お手伝いなどをしたことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1．手伝いをするほど親しい人がいなかったから 

2．手伝いを必要とする人が身近にいなかったり、必要とされたことがないから 

3．手伝いをすることに気恥ずかしさを感じるから 

4．おせっかいのような気がするから 

5．どのように手助けしてよいか、わからないから 

6．専門の人や関係者にまかせた方がよいと思うから 

7．その他（                              ） 
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【 すべての方におたずねします。】 

問 19 あなた（あて名ご本人）は、福祉に関する知識、情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．家族や親戚 

２．近隣の人、知人、友人 

３．広報「ひがしくるめ」やパンフレット

４．市役所等の相談窓口 

５．社会福祉協議会 

６．地域の相談機関（介護・障害・子育て等）

７．ＮＰＯ・ボランティア等の民間団体 

８．テレビ、ラジオ、新聞、雑誌等 

９．インターネット 

10．その他 

  （               ）

11．特に得ていない 
 

福祉サービスに関することについて、おたずねします。 

 
問 20 ほとんどの福祉サービスは、利用者が自由に選択（必要とする福祉サービスを自

ら選択）できるようになっています。 

あなた（あて名ご本人）は、こうした利用者のための福祉にはどのようなことが

必要になると思いますか。（○は 3 つまで） 

1．福祉サービスに関する情報の提供体制を充実する 

2．身近に相談が受けられるようにする 

3．苦情に対し、適切な対応ができるようにする 

4．サービス内容を評価する仕組みをつくる 

5．行政やサービス事業者（介護保険事業者等）の情報公開を進める 

6．福祉に関わる法律や制度について学習できる機会や場を提供する 

7．ＮＰＯ法人、ボランティア団体の育成や活動への支援を充実させる 

8．利用者の人権を尊重する仕組みをつくる 

9．その他（                           ） 

10．わからない 

 

問 21 あなた（あて名ご本人）は、障害のある人や妊婦、子ども連れ、高齢者等が外出

しやすいまちづくりを進めるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○は 3 つまで） 

1．建物（入口、階段など）や道路の段差を解消する 

2．歩きやすいように歩道や道路の障害物（商品や看板、違法駐車、放置自転車、電柱等）を取りのぞく  

3．公共施設や病院等の階段をスロープにしたり、エレベーターやエスカレーターを設置する

4．車いすのまま乗り降りできる低床バスやリフト付きの車両や福祉バスを運行する 

5．まちの中に車いすの人たちなども利用できるトイレを設置する 

6．点字ブロックや視覚障害者用の信号機の増設や整備を行う 

7．赤ちゃん用の補助席やベビーシートが設置されたトイレを設置する 

8．障害者用の駐車場を確保する 

９．その他（                      ） 

10．わからない 
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問 22 住みよい福祉のまちづくりは、地域の中で市民が協力して進める必要もあります。

あなた（あて名ご本人）は次の取り組みのうち、知っているものはどれですか。ま

た、参加したいものはどれですか。（○はそれぞれいくつでも） 

それぞれ、当てはまる番号に○をおつけください。 
知って

いる 

参加 

したい

ひとり暮らし高齢者への訪問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ミニデイホーム（少人数の高齢者が会食、交流等を行うサービス） 

ＮＰＯ法人・社会福祉法人の福祉サービスや施設へのボランティア・・ 

福祉施設と地域の住民との交流（イベント、お祭り、など）・・・・ 

自治会による見守りなどの福祉活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

地域の公園の清掃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

地域の子どもの遊び相手など・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

福祉について学ぶ・知る機会（生涯学習・福祉講座など）・・・・・・・・・・・・ 

その他（                        ）・・ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

問 22－１ あなた（あて名ご本人）は、福祉に対する関心や意識を高めるために、どの

ような取り組みが重要だと思いますか。問 22 の中から 3 つまで選んで、番号でお

答えください。 

 

 

  

 

地域の助け合いなどについて、おたずねします。 

 

問 23 あなた（あて名ご本人）は、地域の人々がお互いに支え合っていく上で大切なこ

とはどのようなことだと思いますか。次の中から 3 つ以内で選んでください。 

（○は 3 つまで） 

1．隣近所の住民同士の普段からのつきあい 

2．子どものしつけや子育て 

3．ひとりで暮らしている高齢者の見守りなどの活動 

4．障害のある人とない人との交流 

5．地域が行う防災活動などの日常的な協力活動 

6．スポーツやレクリエーション活動を通じた健康づくり 

7．その他（                               ） 

8．わからない 
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問 24 地域の支え合いや助け合いのために利用が望ましい場所、施設はどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．学校施設（会議室等） 

２．保育所、幼稚園 

３．商業施設（スーパーやコンビニなど）

４．老人ホームなどの福祉施設 

５．マンション等集合住宅の集会スペース

６．医療機関（待合室や会議室等） 

７．ＮＰＯ法人や福祉サービス事業所（会議室等）

８．地域センター・地区センターなどの施設  

９．市内の事業所の余裕スペース（会議室等）

10．郵便局、金融機関  

11．公園、遊び場 

12．市民有志の個人宅 

13．その他 

（                ）

 

 

災害が起きたときの対応について、おたずねします。 

 

問 25 あなた（あて名ご本人）は、火災などの避難の際に不安なことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1．非常ベルなどの音が聞こえず、火災に気づくのが遅れるのではないか 

２．体力の低下により速やかに避難ができず、逃げ遅れるのではないか  

３．避難先や避難方向がわからず、逃げ遅れるのではないか 

４．就寝していて火災に気づくのが遅れるのではないか 

５．いざというとき冷静に判断できず、パニックになるのではないか 

６．その他（                             ） 

７．不安は感じていない 

     

   

問 26 あなた（あて名ご本人）は、大地震などの災害に備えてどのような準備をしてい

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．懐中電灯 

２．食糧や飲料水 

３．ラジオ 

４．救急用品（包帯、医薬品等） 

５．ヘルメット 

６．スリッパ 

７．現金・通帳、書類 

８．非常用トイレ 

９．非常用ベル・笛 

10．近所の電話連絡帳など

11．その他 

（         ）

12．災害に対して備えは 

していない 
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問 27 あなた（あて名ご本人）は、ご自宅で、大地震などの災害に対してどのような対

策をしていますか。（あてはまるものすべてに○）  

１．家具の転倒防止 

２．住宅用火災警報器 

３．ガラスの飛散防止 

４．耐震診断や耐震補強 

５．地震に強い家に建て替え、住み替え 

６．その他（             ）

７．特に何もしていない 

 

問 28 在宅時に災害が発生して避難する必要がある場合、あなた（あて名ご本人）は   

近所の高齢者や障害のある方などを誘導・支援しながら避難できると思いますか。

（○はひとつ） 

１．誘導・支援しながら避難できると思う 

２．他の人と一緒であればできると思う 

３．呼びかけがあればできると思う 

４．自分や家族で精いっぱいで支援はできないと思う 

５．どのような場合でも支援はできないと思う 

６．わからない 

 

問 29 あなたの地域の課題解決のために、ご自身ではどのようなことが協力できると思

いますか。ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 
 

【 最後におたずねします。 】 

問 30 市民同士による支え合いを進めるための、アイデア・ご提案がありましたらご自

由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

ご回答、ありがとうございました。 

記入漏れなどないか、ご確認の上、同封の返信用封筒にて 9 月 24 日（火）までに 

ご返送くださいますよう、お願いいたします。（切手は不要です） 
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「地域福祉に関するおたずね」調査に 

     ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 

 

本調査の結果がまとまりましたら、年内には概略の広報のほか、調査報告書を

市ホームページ、公共施設等で公表する予定です。 

また、調査結果をもとに地域福祉に関する計画の策定作業を進めてまいります。

その際には、市民の皆様に参加いただく催しなども予定していきたいと考えてい

ます。催しのご案内などご連絡を差し上げて差し支えなければ、下記にご記入を

お願いいたします。 

 

氏名：                        

住所：〒                       

電話：                        

メールアドレス：       @           

 

○  いただいた個人情報は、本調査に関係する地域福祉の催しのご連絡以外に 

使用することはありません。 

○ また第三者に提供することもいたしません。 

○ このページの情報は、回答内容と結びつけることはいたしません。 

  

   東久留米市福祉保健部 福祉総務課 福祉政策係 
                       

電話 ０４２（４７０）７７７７（代表） 

内線 ２５１１ 

 

 

 

 

 

  

 

東久留米市地域資源ＰＲ 

マスコットキャラクター 
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Ⅲ-2 自由回答 

 

・問 13 「地域のつながりの必要性」についての回答内容 

     とても      ＝「とても必要だと思う」 

     どちらかといえば ＝「どちらかといえば必要だと思う」 

 

 

※「地域のつながりの必要性」について、 

「とても必要だと思う」と回答した人、「どちらかといえば必要だと思う」と回答した人について、 

それぞれの問 12、問 29、問 30 に記載のあった自由回答を年代順に掲載しています。（KEY は調査票の

回収番号） 

  

 

・問 12 福祉のまちづくりのために生かせる「特技」・「経験」 

 

・問 29 地域課題の解決のために協力できること 

 

・問 30 アイデア・提案 
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ス
ポ
ー
ツ
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ

の
参

加
。

市
民

で
行

う
部

活
動

。

1
5
8
と
て
も

２
０
～

２
９
　
女
性

若
い
1
0
代

の
人

が
、
ま
だ
市

に
対

し
て
関
心
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

だ
か

ら
、
若

い
人

か
ら
高

齢
者

も
楽

し
め
る
食
事
会
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
飲
食
店
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
で
、
接
客
や
料

理
は
で
き
ま
す
。

近
所
づ
き
あ
い
を
も
っ
と
増
や
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
。

未
来
は
高
齢
化
社
会
が
進
む
と
思
う
の

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
集
会
を
し
、
お
互
い
の
意
志
や
生
き
方
を
尊
重
で

き
る
、
話

を
聞
け
る
場
所
を
つ
く
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

2
6
4
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

私
は
、
2
6
才

で
妻
と
2
人
で
暮

ら
し
て

い
ま
す
。
収

入
も
少

な
く
子

供
も
作

る
事

も
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
問

1
0
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

件
が

あ
り
ま
す

が
、
と
て
も
外
に
時
間
を
割
く
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
年
代
の

低
所

得
化

は
ま
だ
続

く
と
思

い
ま
す
。
市

税
を
使

う
か
ら
還

元
す
る
よ
う
な
事

が
あ
れ

ば
と
思
い
問
1
1
の
答
え
を
書
き
ま
し

た
。

こ
の
様
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
。
街
の
イ
ベ
ン
ト
に
休
み

の
日
に
参
加
す
る

毎
月
、
市
で
出
し
て
い
る
印
刷
物
は
、
若
い
人
は
見
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
4
人
以
上
の
家
族
の
あ
る
家
は
見

る
と
思

い
ま
す
が

、
1
人
暮
ら
し
の
人
に
は
ア
ク
セ
ス
（
H
P
）
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
見
た
い
人
は
見
て
下
さ
い
の
様

な
物
に
し
た
方
が
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
で
は
（
新
聞
の
購
読
率
低
下
と
同
じ
で
す
。
）

2
8
7
と
て
も

２
０
～

２
９
　
女
性

こ
れ

か
ら
看

護
師

に
な
り
ま
す
。
現

在
看
護

学
生
（
4
年
）
で
す
。

3
4
3
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

毎
日

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

祭
り
が

西
口

と
北

口
で
別

な
の

が
理

解
で
き
な
い
。
祭

り
は

久
留

米
を
盛

り
上

げ
る
た
め
に
や

る
の

だ
か

ら
、
西

も
北
も
関
係
な
い
。
や
る
時
は
や
り
き
ら
な
き
ゃ
、
と
思
う
。
も
し
地
主
の
問
題
等
が
あ
る
の
な
ら
「
久
留
米
を
盛
り

上
げ
る
」
と
い
う
本

質
を
達

成
す
る
た
め
に
早

く
解

決
し
て
も
ら
い
た
い
。
市
が
盛
り
上
が
れ
ば
お
の
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
増
え
る
と
思
う
。

3
7
8
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

機
能
訓

練
特

化
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

勤
務
し
て
い
る
の
で
、
自
立
を
目
指

す
、
高
齢
者
の
意
向
（
生
の
声
）
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
、
意

見
の

提
言

。
H
P
や
ネ
ッ
ト
は
実
際
見
な
い
。
広
報
な
ど
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
宅
配
弁
当
（
ワ
タ
ミ
な
ど
）
業
者
に
お

願
い
す
る
な
ど
、
独
居
で
引
き
こ
も
り
の
方
に
こ
そ
、
知
ら
せ
る
工
夫
が
必
要
。

4
1
0
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

芝
居
・
殺
陣
・
ダ
ン
ス
・
ア
イ
ド
ル

イ
ベ

ン
ト
（
地
下
ア
イ
ド
ル
）

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ま
で
は

い
か
な
く
と
も
、
殺
陣
、
龍
笛

等
の
発
表
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ふ
れ
あ
い
等
の
協
力
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
企

画
等
の

て
い
あ
ん
!!

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
若
者
達
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出

す
。
ま
ず
は
若
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
う
。

4
3
4
と
て
も

２
０
～

２
９
　
女
性

IT
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
る
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
得

意
。

ど
こ
に
、
支

援
が

ひ
つ
よ
う
な
人

が
住

ん
で
い
る
か

知
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
気
に
か
け
る
く
ら
い
は
で
き
る
と
お
も
う
。

実
際

の
行

動
は

、
乳

児
2
人

い
る
の

で
、
む
ず
か

し
そ
う
だ

が
。

他
県
の
乳
児
コ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
だ
け
ど
、
“
初
め
て
参
加
す
る
人
の
た
め
の
～
”
と
い
う
場
を
つ
く
る
と
よ
い
と

思
う
。
ベ
テ
ラ
ン
、
常
連
に
い
き
な
り
ま
じ
る
の
は
勇
気
い
る
。
初
め
て
の
人
同
士
だ
と
仲
良
く
な
り
や
す
い
。
一
度

参
加
す
る
と
壁
も
低
く
な
る
。
そ
う
い
う
の

に
参
加
し
て
か

ら
だ
と
、
取
り
く
み
や
す
い
。

4
6
4
と
て
も

２
０
～

２
９
　
女
性

上
級
救
命
技
能
認
定
者
で
す
。

（
A
E
D
、
応
急
手
当
）

明
確

な
情

報
が

な
く
、
わ

か
り
ま
せ

ん
。
自

覚
し
て
い
る
課

題
は
あ
り
ま
す
。

働
く
世
代
に
参
加
を
促
進
す
る
な
ら
、
土
日
祝
、
平
日
夜
間
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

4
8
4
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

大
学
で
福
祉
の
学
部
に
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

4
9
0
と
て
も

２
０
～

２
９
　
男
性

幼
い
頃
か
ら
運
動
を
し
て
い
る
の

で
、
体
力
を
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
土
木
に
関
す
る
仕
事
に
つ
い
て
い
て
、
大
学
生
の

時
に
は
、
防
災
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
の
で
、
も
し
震
災

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
近
隣
の
方
々
を
誘
導
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

高
齢
者
と
若
者
が
広
流
す
る
場
を
、
設
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

4
9
7
と
て
も

２
０
～

２
９
　
女
性

ダ
ン
ス

1
6
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

2
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
女
性

教
員
免
許
（
中
学
・
高
校
・
国

語
科

）
手
話

手
話
が
少
し
で
き
る

災
害
時
の
避
難
場
所
に
目
で
見
て
分
か
る
情
報
提
示
を
し
て
ほ
し
い
。
聴
覚
障
害
者
は
放
送
が
聞
こ
え
ず
、
食

事
の

配
給

等
に
気
付
か
な
い
か
ら
。

1
0
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
無
回
答

近
隣
の
方
々
の
地
域
で
の
住
所
　
氏
名
　
電
話
番
号
等
自
治
会
な
ど
や
町
内
会
が
な
い
所
で
も
情
報
が
得
ら
れ

る
方
が
い
ざ
と
い
う
時
に
呼
び
か
け
支
援
が
で
き
る
と
思
う
の

で
す
が
　
人
に
よ
っ
て
近
隣
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
に
く
い
人

も
い
る
と
思
う
の
で

1
5
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
男
性

こ
れ
と
い
っ
た
特
技
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
社
員
で
働
い
て
、
専
門
的
な
能
力

を
持
っ
て
い
た
ら
と
常
々
思
い
ま
す

が
、
難
し
い
状
態
で
す
。

緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
、
い
ざ
と
い
う
時
に
適
切

な
対
応
が
出
来
る
冷
静
さ
を
培
っ
て
お
く
こ
と
。
ま
た
地
域

の
清

掃
な
ど
、
人

と
あ
ま
り
関

わ
ら
ず
に
済

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ら
参
加
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
と
接
す
る

の
が

下
手

な
の

で
す
。

ア
イ
デ
ア
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が

、
み

な
が
他
人
を
尊
重
し
、
他
人
の
家
の
事
情
な
ど
を
詮
索
し
た
り
、
と
や
か
く
言

わ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
関
わ
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り
は
結
構
他
人
に
対
し
て
遠
慮
が
な
い
と
い
う

私
の

偏
見

で
す
。

2
1
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
女
性

ま
ず
、
空

地
（
農

地
を
含

む
）
を
出

来
る
か

ぎ
り
確

保
。
行

政
が
、
や
り
た
い
放
題
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
規
制
を
か
け

る
。

東
日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
よ
う
な
、
若

い
、
2
0
～

3
0
～

4
0
代
の
人
が
人
生
の
残
り
少
な
い
老
令
の
人
を
助
け
て
、

命
を
落
す
よ
う
な
、
事
は
美
談
で
は
あ
っ
て
も
、
あ
っ
て
欲
し
く
な
い
で
す
。

2
3
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
男
性

日
程
な
ど
が
あ
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
し
た
い
で

す
。

自
由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
や
公
園
等
の
設
備
を
よ
く
し
て
ほ
し
い

2
6
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
男
性

隣
近
所
で
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

3
2
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
女
性

き
か

い
が

あ
れ

ば
、
色

々
と
協

力
し
た
い
と
は
、
思
っ
て
い

ま
す
が

、
そ
う
い
う
じ
ょ
う
ほ

う
が

入
っ
て
こ
な
い
と
ど
う
も
で

き
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
じ
ょ
う
ほ
う
を
若
い
子
に
も
入

る
よ

う
に
し
た
ら
皆

さ
ん
か
す
る
と
思

い
ま
す
。

交
流

の
場

を
わ

か
り
や

す
く
皆

に
伝

わ
る
よ
う
に
し
、
町

の
皆

が
仲

良
く
な
れ

る
よ
う
に
す
る
。
（
若

い
子

か
ら
お

年
よ
り
ま
で
）

5
4
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

２
０
～

２
９
　
女
性

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま

す
8
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

2
6
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

体
操
指
導

7
6
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

ベ
ビ
ー
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ

ー
ジ

ま
ず
、
ど
う
し
て
も
、
自
分

の
家

族
の

こ
と
が
一
番
に
な
っ

て
し
ま
う
。
安

全
が

確
保

、
確

認
で
き
た
と
き
、
初
め
て
周

囲
に
目
が
い
く
と
思
う
の
で
、
そ
の
時
、
指
示
し
て
く
れ
る

リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
人

が
い
て
く
れ

れ
ば
い
い
と
思

う
。

も
っ
と
集
会
場
な
ど
、
格
安
で
使
え
る
場
を
使
い
や
す
く
す
る
べ
き
。

1
1
5
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

子
供
達
の
登
下
校
の
時
間
に
通
学
路
に
出
て
、
不
審
者

が
い
な
い
か
確
認

す
る
。

1
2
7
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

料
理

1
4
5
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

ご
近

所
同

志
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る

1
4
8
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

自
分

た
ち
の

避
難

場
所

が
わ

か
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

様
な
、
こ
の

地
域

の
人

は
こ
の

場
所
で
す
。
と
い
う
よ
う
な
、
「
あ
な
た
は
こ
の
場
所
」
で
す

と
は
っ
き
り
わ
か
る
様
な
も
の
が
ほ
し
い
。
子
供
に
も
教
え

や
す
い
。
（
私
も
避
難
場
所
が
第
7
小
学
校
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
本

当
は

西
中

学
校

だ
っ
た
と
言

う
事

が
あ
り
。
子

供
も
知

ら
な
か

っ
た
の

で
実

際
災

害
が

あ
っ
た
ら
こ
わ

い
と

思
っ
た
。
）

地
域

対
抗

運
動

会
の

様
な
も
の

（
小

金
井

市
に
は

あ
り
ま
す
）

1
5
4
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

高
齢

者
が

多
い
た
め
、
声

か
け
程

度
な
ら
で
き
る
。

2
2
4
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
い
ま
す

が
、
東

久
留

米
の

た
く
さ
ん
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

方
々

が
、
ど
の

よ
う
に
活

動
し
て
い
る
の
か
、
も
っ
と
市
民
の
方

に
知

っ
て
も
ら
え
る
機

会
が

あ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
多

く
の

人
達

と
関

わ
る
。
地

域
の

色
々

な
事

に
興

味
を
も
ち
、
東
久
留
米
の
自
然
や
動
物
達
と
人
達
と
住
み
や

す
い
明
る
い
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
達

と
笑
顔
で
い
る
!

住
み

や
す
い
東

久
留

米
市

に
も
っ
と
す
る
た
め
に
、
色

々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

個
人

で
や

ら
れ

て
い
る
方

の
活

動
を
知

っ
て
も
ら
う
機

会
を
作

る
。
私

も
で
す
が

、
便

利
な
事

が
あ
っ
て
も
、
よ
く
分

か
ら
な
い
事

の
方

が
多

い
の

で
、

や
っ
ぱ
り
人
と
の
関
わ
り
合
い
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
人
に
も
自
然
に
も
、
動
物
に
も
優
し
い
街
に
し

た
い
で
す
!

2
9
9
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

回
覧

板
　
街

の
中

に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
知

ら
せ

る
場

所
を
設

置
す
る
（
ボ
ー
ド
な
ど
）
　
自

治
体

（
自

分
の

住
む
地

域
の
）
イ
ベ
ン
ト
、
行
事

3
0
9
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
が
弾
け
る
事
。
結

婚
式
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
し
て
い
た

の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

っ
た
曲

の
始

ま
り
、
終
わ
り
が
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

合
奏
、
コ
ー
ラ
ス
等
の
伴
奏
。

子
ど
も
を
持

っ
た
事

で
、
そ
の

時
そ
の

時
に
、
ど
ん
な
助

け
が
ほ
し
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
に
対
し

て
、
自

分
の

子
以

外
で
も
、
あ
た
た
か

い
気

持
ち
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
い
さ
つ
や
、
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
な
ど
の

声
か

け
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
育
て
の
面
か
ら
～
も
っ
と
男
の
人
が
子
育
て
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
、
新
聞
、
T
V
、
ポ
ス
タ
ー
等
、
「
男

の
人
と
子
ど
も
が
関
わ
っ
て
い
る
姿
」
が
、
た
く
さ
ん
人
の
目
に
映
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
広
報
の
赤
ち
ゃ
ん
の
写

真
も
い
い
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
、
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
等
も
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

3
6
3
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

過
去
に
水
泳
指
導
経
験
が
あ
り
、
子

供
～
高
齢
者
の
方
と
接
す
る
仕
事
に

携
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
水

泳
（
プ
ー

ル
）
を
通
じ
て
泳
ぐ
事
の
楽
し
さ
や
健

康
づ
く
り
を
教
え
る
事
が
で
き
る
事
が

私
の

特
技

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ご
近
所
同
士
の
付
き
合
い
は
あ
い
さ
つ
程
度
で
ど
う
言
っ

た
方

が
ご
近

所
に
い
る
の

か
良

く
知

ら
な
い
世

帯
も
あ
り

ま
す
。
自

治
会

等
の

設
置

が
あ
れ

ば
、
そ
う
言

っ
た
会

に
も
協
力
で
き
る
し
、
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
も
で
き
る
の

で
す
が

…
。

3
7
7
と
て
も

３
０
～

３
９
　
男
性

高
齢
者
の
お
世
話
を
す
る
。

依
頼
し
て
い
た
だ
い
て
出
来
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
引
き
受

け
る
。

商
店

街
等

地
域

み
っ
ち
ゃ
く
を
重

要
視

し
交

流
を
深

め
る
。

4
5
9
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

ど
の
様
な
課
題
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
。

4
6
9
と
て
も

３
０
～

３
９
　
女
性

近
所
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
れ
い
者
、
障
が
い
者
の
リ
ス
ト
が

判
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き
に
声
か
け
な
り
手
伝
い
に
行
け
る

と
思
う

1
4
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

1
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

お
年
寄
り
の
話
を
聞
い
た
り
、
小
さ
い
子
ど
も
の
遊
び
相

手
に
な
っ
た
り
は

協
力

で
き
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
（
ま
た

は
、
事

務
作

業
等

。
）

形
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
な
く
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
世
代
等
関
係
な
く
心

を
開
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
催
し
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。

5
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

深
夜

や
早

朝
に
騒

ぐ
家

が
あ
っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
決

め
ら
れ

た
日

に
だ
さ
な
い
家

な
ど
、
周

り
に
、
モ
ラ
ル

や
マ
ナ
ー

に
欠
け
る
と
感
じ
ら
れ
る
方
々
が
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
日
頃
の

そ
う
い
っ
た
状
況
が
あ
る
と
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
も
し
ま
す
。
自
分
1
人
だ
け
で
地
域
に
暮
ら
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
最
低
限
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
を
市
民
1
人
1
人
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

1
1
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
無
回
答

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
資
格

所
有
　
幼
児

か
ら
高

校
生

ま
で
の

子
ど
も
達

に
、

ス
キ
ー
指

導
や

、
宿

泊
キ
ャ
ン
プ

や
、
野
外
室
内
定
例
活
動
を
1
0
年
ほ

ど
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
い
か
し
た
活
動
。

町
コ
ン
　
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化

2
0
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

保
健
師
と
し
て
の
知
識
（
今
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
、
経
験
）

幼
児
期
か
ら
福
祉
に
親
し
む
機
会
が
増
え
る
と
よ
い
。
子
供
だ
け
で
な
く
、
親
も
交
じ
え
て
が
望
ま
し
い
。

2
5
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

交
流

す
る
機

会
を
も
つ

2
6
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

音
楽

。
ピ
ア
ノ
を
勉

強
し
て
き
た
の

で
、
伴

奏
位

な
ら
で
き
ま
す
。

近
所

の
中

で
は

年
齢

的
に
若
い
方
な
の
で
、
力

仕
事

e
tc

な
ら
協
力
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
と
仕
事
を
し

て
い
る
の

で
、
そ
れ

ら
に
関

す
る
な
や

み
等

で
あ
れ

ば
、

相
談

に
の

れ
る
と
思

い
ま
す
。

市
の
H
P
（
市
役
所
e
tc
）
を
も
う
少
し
充
実
さ
せ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
（
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど
）

3
6
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

東
久

留
米

が
地

元
で
は

な
く
、
ま
た
単

身
者

に
と
っ
て
は

地
域
と
交
流

す
る
機
会
も
な
く
難
し
い
と
思

う
。

地
域
で
の
交
流
や
活
動
は
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
の
で
、
若
者
が
参
加
し
や
す

い
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

3
6
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

中
・
高
の
教
職
、
H
P
制
作
な
ど
の

P
C

知
識

現
在

は
子

育
て
中

の
た
め
、
定

期
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

で
き
な
い
が
、
地
域
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
単
発
で
行
っ
て

頂
け
れ

ば
参

加
可

能
だ
と
思

い
ま
す
。

4
5
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

重
く
な
ら
な
い
程

度
の
自
冶
会
。

4
5
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
男
性

声
の
掛
け
合
い
を
、
心
が
け
る
。

5
1
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

大
学
院
で
心
理
（
主
に
発
達
）
を
学

び
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
現
在
も
学

ん
で
い
る
。
（
特

別
支

援
教

育
士

）

子
育

て
が

落
ち
つ
い
た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
い

で
す
。

市
民

体
育

館
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
（
?）
は
小
学
3
年
生
ま
で
利
用
可
で
す
が
、
幼
児
と
小
学
生
で
は
遊
ぶ
激
し
さ

も
違

う
の

で
、
で
き
れ

ば
小

学
生

の
あ
そ
べ

る
ス
ペ
ー
ス
を
作

っ
て
ほ

し
い
で
す
。
幸

町
4
-
6
…

以
前

こ
こ
に
あ
っ

た
ミ
ラ
ー
が
な
く
な
り
、
安

全
に
道
を
渡
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。
ま
た
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

5
3
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

３
０
～

３
９
　
女
性

保
育
士
e
tc
…

1
2
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

6
8
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

何
が

必
要

な
の

か
わ

か
ら
な
い
の

で
、
今

ど
こ
で
何

が
必

要
な
の

か
か

ん
た
ん
に
情

報
を
得

ら
れ

た
ら
多

く
の

人
が
参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す

8
2
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

読
み

聞
か

せ
通

学
路

の
パ

ト
ロ
ー
ル

　
近

所
の

高
齢

者
へ

の
声

か
け

地
域
の
避
難
訓
練
。
（
実
際
に
避
難
所
に
集
ま
り
地
区
ご
と
に
自
己
紹
介
な
ど
、
食
事
の
用
意
な
ど
分
担
し
、
食

べ
て
み

る
）

9
5
と
て
も

４
０
～

４
９
　
男
性

子
育
て
世
代
と
お
年
寄
り
の
交
流
が
も
っ
と
あ
れ
ば
と
思
う
。
保
育
園
に
お
年
寄
り
を
迎
え
て
折

り
紙
を
教
え
て
も

ら
う
、
あ
や
と
り
、
歌
を
歌
う
、
な
ど
。

1
7
5
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

子
供

を
2
人

育
て
ま
し
た
（
ま
だ
育

て
中
で
す
が
…
中
3
、
小
3
）

「
子
育

て
世
代
に
や
さ
し
い
街
」
を
め
ざ
し
て
未
就
学
児
の
い
る
全

て
の

世
帯
に
保
育
園

に
入

っ
て
い
る
入

っ
て

い
な
い
母
親
が
仕
事
を
し
て
い
る
か
い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
老
人
の
デ
ー
サ

ー
ビ
ス
の

よ
う
に
子
供
を
無
料

で
月
1
回
で
良
い
の
で
3
時
間
～
5
時
間
あ
ず
か
っ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
お
母
さ
ん
の
息
抜
き
の
時
間

が
で
き
て
良

い
と
思
い
ま
す
。

1
7
7
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

こ
れ
か
ら
、
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
学
ん
で
、
考
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
8
6
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
の
で
老

人
ホ
ー
ム

等
に
行
き
一
緒
に
歌
な
ど
で
楽
し
め

た
ら
よ
い
な
と
思

う
。

自
治

会
で
防

災
訓

練
等

し
て
い
る
が

、
各

戸
に
ど
の

よ
う

な
方
が
何
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
全
戸
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、

近
隣
の
交
流
を
更
に
深
め
て
い
く
こ
と
。

1
9
6
と
て
も

４
０
～

４
９
　
無
回
答

花
を
植
え
た
り
な
ど
の
お
手
伝
い
な

ら

ち
ょ
っ
ぴ
り
め
ん
ど
く
さ
く
思

っ
て
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

気
軽
に
困
っ
た
事
を
は
な
し
合
お
う
と
い
う
パ
ワ
ー
が
、
課

題
解

決
の

近
み

ち
だ
と
思

う
　
案

が
あ
る
の

で
な
く
話

す
と

い
う
事

楽
し
い
事
か
ら
始
め
る
形
で
市
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
、
一
緒
に
狭
い
所
、
少
々
苦
通
な
所
で
楽
し
く
す
ご
す
、
体
験

は
い
ず
れ

、
大

人
に
な
っ
て
避

難
所

生
活

の
時

に
役

立
つ
芽

を
つ
く
る
の

で
は

2
4
1
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

近
所

に
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る
方

が
住

ん
で
い
る
等

の
情
報
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
知

っ
て
い
れ
ば
手
助
け
出

来
る
こ
と
も
あ
る
か

も
。

近
所
に
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
住
ん
で
い
る
等
の
情
報
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
知
っ
て
い
れ
ば
手
助
け

出
来

る
こ
と
も
あ
る
か

も
。

3
1
3
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

手
話
通
訳
、
美
容
師

散
髪
に
外
に
出
ら
れ
な
い
方
の
散
髪
が
可
能
で
す
。
近
所

に
ろ
う
あ
者
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
通
訳
が
、
可
能
で
す
。

（
い
ず
れ

も
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
る
の

で
、
多

少
不

安
が

あ
り
ま

す
が

…
）

大
地
震
の
不
安
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
の
中
で
、
避
難
訓
練
が
実
際
に
行
な
え
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
1
年
に
1
度
位
）

4
2
1
と
て
も

４
０
～

４
９
　
男
性

ス
ポ
ー
ツ
振
興

4
2
6
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

ス
ポ
ー
ツ
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
、
水
泳
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
）
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
経
験
を
生
か

し
、
お
年
寄
か
ら
子
供
た
ち
へ
運
動

の
指
導
が
で
き
る

4
6
8
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

P
T
A
活
動
で
募
金
活
動
を
も
っ
と
し
た
ら
良
い
と
思
う
。
市

が
「
今
年
は
○
○
」
と
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
市
立
小
・
中
学

校
、
私
立
幼
小
中
学
校
が
一
斉
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
た

ら
ど
う
か
。
日
本
に
募
金
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
根
づ
く
よ
う

に
。
一
人
だ
と
な
か
な
か
し
な
い
。

小
学
校
の
近
所
同
士
の
集
ま
り
が
年
一
回
以
上
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
心
強
く
思
う
。
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
組
合
も
回
覧
板
も
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
不
安
が
あ
る
。
無
所
属
の
人
達

の
た
め
の
互
助
会
、
自
治
会
制
度
が
ほ
し
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
告
知
し
、
広

く
市
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

4
7
9
と
て
も

４
０
～

４
９
　
女
性

介
護
福
祉
士
と
し
て
特
養
勤
務
経
験

あ
り
。
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
　
介
護

支
援
専
門
員

認
知

症
等

要
介

護
高

齢
者

と
そ
の

家
族

に
対

す
る
支

援

4
8
7
と
て
も

４
０
～

４
９
　
男
性

福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の

で
…

色
々
な
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
事
。

制
度

や
、
仕

組
み
（
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
）
を
も
っ
と
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
市
が
福
祉
の

街
に
す
る
、
と
い
っ
た
意
気
ご
み
も
必
要
の
様
に
思
う
。
皆
が
正
し
い
知
識
を
持
つ
よ
う
。
（
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
側

の
意

識
も
そ
う
だ
が
）
市
が

底
上

げ
を
す
る
よ
う
な
政
策
を
し
て
ほ
し
い
。

5
3
8
と
て
も

４
０
～

４
９
　
男
性

W
e
b作

成
な
ど
の

IT
の

技
能

　
管

理
業
務
主
任
者
の
資
格

W
e
b等

を
通
じ
た
広
報
活
動
　
防
災
訓
練
等
へ
の
参
加

S
N
S
（
tw

it
te
r等

）
を
使
っ
た
広
報
や
情
報
交
換

1
5
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

5
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
男
性

週
末
し
か
い
な
い
の
で
特
別
な
こ
と
は
、
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。

1
0
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
男
性

わ
か

ら
な
い
。

1
0
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
無
回
答

看
護
業
務

隣
、
近
所
と
の
つ
き
あ
い
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
る
こ
と
、
日

ご
ろ
か

ら
訓

練
し
て
い
る
な
ら
ば

可
能

か
も

し
れ
な
い

市
民
全
員
で
災
害
時
の
行
動
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
訓
練
を
行
う
。
年

に
1
度
。
日
中
の
パ
タ
ー
ン
し
か
で
き
な

い
が
…
仕
事
し
て
い
る
人
で
市
以
外
に
い
る
人
も
参
加
で
き
な
い
が

1
7
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
男
性

治
安
維
持
の
た
め
の
見
回
り

各
自
治
会
で
、
地
域
の
見
回
り
を
し
た
ら
良
い
と
思
う
。
若
い
連
中
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
の
が
多
く
見
ら
れ
る

2
3
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
女
性

い
ざ
と
い
う
時
は
、
手
伝
う
こ
と
が
で

き
る
。
『
動

き
は
、
良

い
』

2
4
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
女
性

交
流
会
で
の
お
手
伝
い
。

老
人

、
子
供

、
親

と
の
交
流
会

の
機
会
を
作
れ
ば
い
い
と
思

う
。
（
地
区

ご
と
に
）
例
え
ば

、
防
災

訓
練
等

、
学
校

の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
親
、
地
域
の
方
々
合
同
で
行
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
別
れ
て
、

近
所
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
か
、
把
握
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
、
各
地
に
、
防
災
グ
ッ
ズ
は
も

う
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
?災

害
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
今
度
、
広
報
に
、
各
場
所
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
物
を

掲
載
し
て
下
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
の
で
す
か
ら
、
有
言
実
行
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

2
9
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
女
性

知
的
障
害

、
肢
体

不
自
由

の
方

々
と

ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

の
関
係
の
こ
と
で
あ
れ
ば
少
し
は
知

識
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
隣

の
人

た
ち
と
の

交
流

が
大

切
だ
と
は

思
い
ま
す
が

、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
毎
日
、
自
分
の
こ
と
に

精
一
杯
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

…
。

3
1
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
男
性

防
災

訓
練

の
参

加
、
町

の
清

掃
、
消

防
団

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
　
隣
の
人
の
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
黒
目
川
が
好
き
で
よ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。
す
れ
ち
が
う
人
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
こ
ち
ら
も
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
、
そ
う
い
っ
た
所
か
ら

人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が

始
ま
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

3
8
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
女
性

近
所
に
い
る
両

親
が

高
齢
の

た
め
、
両
親
の

手
伝
い
は

出
来
る
が
、
ほ
か
に
手
伝
い
や
支
援
が
必
要
な
方
が
わ

か
ら
な
い
の

で
、
何

を
協

力
す
べ

き
な
の

か
、
わ

か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
仕
事
中
に
災
害
が
お
き

た
時

、
両

親
が

心
配

で
す
。

広
報
で
地
域
、
地
区
ご
と
の
子
供
や
学
生
・
高
齢
者
な
ど
の
人
数
を
明
示
し
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
こ
か

ら
課
題
や

福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
学
習
会
等
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
考
え
ま
す
。
東
久
留
米
市
と
し
て

大
き
く
考
え
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
、
地
区
と
し
て
理
解
で
き
れ
ば
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
も
あ
る
か
な
あ
と
思
い

ま
す
。

5
2
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

４
０
～

４
９
　
女
性

グ
ル

ー
プ
を
作

り
、
パ

ト
ロ
ー
ル

市
民

密
着

型
の

仕
事
や
遊
地
の
増
設
。

1
0
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

1
4
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

今
は
ま
だ
働
い
て
い
る
の
で
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な

い
。
将
来
的
に
は
（
自
由
な
時
間
が
で
き
れ
ば
）
、
そ
の
よ

う
な
会
合
に
出
席
で
き
る
と
思

う
。

何
と
い
っ
て
も
隣
り
・
近
所
と
の
つ
な
が

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
大
切
。
こ
れ
が
出
来
て
い
れ
ば
い
ざ
と

い
う
時
に
助
け
合
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
空
巣
な
ど
の
犯
罪
の
抑
止
力
に
な
る
。

4
1
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

地
震

な
ど
の

災
害

の
時

、
や

近
所

の
方

が
困

っ
て
い
時

な
ど
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
常
に
近
隣
と
の
交
流
を
心

が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

6
5
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

保
育
園
の

看
護
師

で
す
。
後

2
年
で

定
年
を
む
か
え
ま
す
。
し
か
し
、
興
味

は
自
分
の
行
く
先
の
介
護

等
高

令
福
祉
に
向
い
て
い
ま
す
。

近
所
の
一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
安
否
確
認

年
金

生
活

に
な
っ
た
時

、
わ
ず
か

な
日

銭
を
か

せ
げ
る
よ
う
特
技
、
趣
味
を
生
か
し
た
N
P
O
法
人
化
し
た
事
業
が

何
か
で
き
な
い
か
。
有
効
だ
と
判
断
さ
れ
た
ら
助
成
金
を
自
治
体
が
出
す
制
度
づ
く
り

9
1
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

音
楽
（
コ
ー
ラ
ス
等
）

1
6
2
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

介
護

1
6
8
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

残
念
な
が
ら
、
汗
を
流
す
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
　
催
し
物
へ
の
参
加
　
市
報
な
ど

の
配

付

民
生

委
員

（
ま
た
は

議
員
）
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
状
況
（
ど
ん
な
世

帯
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か

等
）
を
把

握
す

る
。
→

政
策

に
つ
な
げ
る
。
地

域
で
研

修
・
講

演
会

を
開

催
。
（
土

日
、
夜

の
開

催
で
勤

人
も
参

加
）
　
地

域
の

赤
十
字
の
活
動
で
何
か
共
催
で
き
な
い
か
。
地
域
の
消
防
団
と
連
携
で
き
な
い
か
。
地
域
ご
と
に
市
報
を
配
付
す

る
人

を
指

定
し
て
、
見
回
り
・
声

か
け
の
一

環
と
し
た
ら
。

2
6
7
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

声
の
通
り
が
良
い
の
で
老
人
の
方

達
と
の
お
話
し
等
。

市
民

同
士

に
よ
る
支

え
合

い
を
進

め
る
に
は

や
は

り
市

民
同

士
に
よ
る
交

流
が

必
要

だ
と
思

い
ま
す
。
老

若
男

女
参

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2
7
3
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
が
あ
る
の

で
、
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

ご
近
所
の
方
の
顔
を
覚
え
る

2
8
4
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

障
害

者
へ

の
支

援
活

動
自

治
会

で
の

決
め
ら
れ

た
活

動
。
協

力
。

3
0
0
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

水
が

出
な
く
な
っ
た
ら
、
畑

に
ト
イ
レ
を
作

る
。

3
3
8
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

私
自
身
も
家
族
に
高
齢
者
と
子
ど
も
を
抱
え
、
か
つ
共
働

き
な
の
で
、
時
間
に
余
裕
は
な
い
の
で
す
が
、
自
治
会
等

の
活
動
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
高
齢
者
の
方
々
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
交
流
で
き
る
場
や
催
し
が
あ
れ
ば
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
い

ざ
と
い
う
時
に
、
お
互
い
に
助
け
あ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

3
4
0
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

地
域

の
つ
な
が

り
を
強

く
持

つ
（
隣

近
所

の
住

民
同

士
の

つ
き
あ
い
）

3
6
1
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

出
来
る
だ
け
、
協
力
し
た
い
。

自
治
会
、
で
話
し
合
を
し
、
少
し
で
も
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
そ
ん
な
事
を
も
と
に
市
民
（
市
役
所
）
で
ま
と
め
、
市
民

に
伝

い
る
様

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
9
2
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

声
の
か
け
合
い

4
3
0
と
て
も

５
０
～

５
９
　
無
回
答

地
域
の
方
々
と
の
交
流
し
、
話

し
合
い
、
意
見
を
出
し
合

う
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
き
い
た
り
す
る
。

市
民
の
方
同
志
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
。

4
3
8
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

介
護
福
祉
士
の
資
格
有
り
。
和

太
鼓

の
趣
味

有
り
。

4
4
2
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

も
っ
と
自
治
会
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
参
加
出
来
る

の
で
は

?
お
祭
等
、
も
っ
と
市
民
が
参
加
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
す
べ
き
。
自
治
会
と
市
も
、
市
民
の
交
流
の
場
を
共
力
し

盛
り
上
げ
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

4
7
4
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

自
分
が
障
害
者
だ
と
い
う
こ
と
。

障
害
者
の
一
般
企
業
で
の
仕
事
へ
の
参
加
。

楽
し
い
集
ま
り
な
ど
を
め
ん
み
つ
に
知
ら
せ
、
も
れ
な
く
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

5
1
2
と
て
も

５
０
～

５
９
　
女
性

地
域
の

清
掃
特
技

で
は

な
い
が

自
宅

前
後

左
右

ぐ
ら
い
の

草
む
し
り
落

葉
は
き
な
ど
を
し
て
ま
す
。
近
所
の

高
齢
者

へ
積
極
的

に
声
か

け
な
ど
。

前
に
記
入
し
ま
し
た
が

、
地

域
、
自

宅
近

所
の
清

掃
等

が
自
分
で
気
軽
に
出
来
る
、
や
っ
て
い
け
る
行
動
で
す
!!早

朝
公
園
の
ゴ
ミ
拾
い
を
年
間
さ
れ
て
る
方
に
頭
が
さ
が
り
ま

す
。

せ
め
て
ご
近
所
同
士
の
“
あ
い
さ
つ
”
か
ら
と
思
っ
て
ま
す
。
自
治
会
が
あ
り
ま
す
の
で
積
極
的
（
で
も
無
理
の
な

い
）
に
参
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
ま
す
。

5
2
6
と
て
も

５
０
～

５
９
　
男
性

子
供
が
小
さ
い
と
き
っ
か
け
も
多
い
が
、
大

き
い
と
話
す
事

も
な
い
。

2
0
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

定
年

を
む
か

え
れ

ば
別

だ
が

、
現

状
で
は

な
か

な
か

協
力

す
る
の
は
困
難
た
と
思
い
ま
す

「
お
互
い
の
信
頼
関
係
の
構
築
」
を
本
気
に
な
っ
て
す
る
こ
と
だ
が
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
、
と
思

い
ま
す
。
何

か
行

事
や
交
流
会
は
形
だ
け
に
な
っ
て
い
る
の
が
本
音
で
し
ょ
う
。

8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

生
活

に
余

裕
が

な
く
、
土

・
日

も
仕

事
な
の

で
協

力
は

で
き

な
い
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
母

親
が

高
齢

な
た
め
、
こ
れ

か
ら

介
護
の
知
識
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

8
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
無
回
答

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
事
も
必
要
と
思
う
の
で
、
高
齢
者
宅

の
庭
の
清
掃
等
、
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は

、
声

を
掛

け
る
事

か
ら
始

め
ら
れ

た
ら
よ
い
か

と
思

い
ま
す
。

1
2
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

高
齢

者
宅

へ
の

訪
問

　
地

域
清

掃
自

治
会

の
内

容
の
充
実
。

1
2
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

創
傷

の
手

当
て
、
救

命
（
C
P
R
）

2
0
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
無
回
答

自
分

の
健

康
状

態
が

悪
い
の

で
何

も
出

来
ま
せ

ん
。

2
9
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

特
別
支

援
学
校
教

員
な
の

で
、
障

害
児
・
者
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
活

動
で
き
る
と
思
う
。
和
太
鼓
に
つ
い
て

も
指

導
で
き
る
。

地
域

の
つ
な
が

り
は

普
段

の
近

隣
住

民
の

間
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

成
立

し
て
い
る
か

ど
う
か

で
決

ま
る

と
考
え
て
い
る
。
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
ば
、
何
か
大
が
か
り
な
こ
と
を
企
画
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
間
の
対
話
を
活
性
化
す
る
方
策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

3
4
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

課
題
解
決
に
向
け
、
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
前
向
き
に
協
力

す
る
事

が
出

来
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
、
協
力
者
の
誘
致
。

3
7
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

意
見
交
換
会
が
あ
れ
ば
出
席
で
き
る

3
8
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

町
内
会
・
自
治
会
の
活
動

i-
ph

o
n
e
等

を
利
用
し
た
安
否
確
認
、
G
P
S
情
報
等
の
活
用

3
9
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

太
極
拳
講
師
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
そ

の
他
で
2
0
年
以
上
の
指
導

経
験

あ
り
）

現
在
の
仕
事
が
休
み
が
不
規
則
で
、
忙
し
い
た
め
協
力
す

る
こ
と
が
む
づ
か
し
い
が
、
も
う
少
し
落
ち
つ
い
た
ら
、
地

域
の

活
動
に
協

力
し
た
い
、
と
思

う
。
今

は
、
未
定

で
あ

3
9
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

高
齢
者
の
買
い
物
の
手
伝
い
。

自
治
会
の
活
動
を
増
や
す
。

4
0
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

個
人

不
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
話

を
聞

き
な
が

ら
、
そ
こ
か

ら
解
決
さ
き
を
見
つ
け
て
い
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
あ
げ

る
。

支
え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

…
そ
れ

は
、
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が

心
に
も
っ
て
い
る
相

手
を
思

う
心

、
す
な
わ

ち
思

い
や
り
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
奥
ゆ
か
し
さ
、
優
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

?

4
8
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

仕
事
が
忙
し
く
、
現
実
的
に
は
、
む
ず
か
し
い
。

定
年
退
職
さ
れ
た
、
男
性
が
中
心
に
な
り
、
支

え
合

い
の
主
導
者
に
な
っ
て
、
頂
き
た
い
。

5
0
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

今
の
と
こ
ろ
、
協
力
し
て
も
ら
う
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
。

5
0
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

ヘ
ル
パ
ー
2
級
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職

員
介

護
保

険
で
は

、
頼

め
な
い
こ
と
な
ど
、
要

請
が

あ
れ

ば
協

力
で
き
ま
す
。

「
認
知
症
に
つ
い
て
」
「
車

イ
ス
の
扱
い
方
」
な
ど
の
講
習
会
を
自
治
会
な
ど
、
地
域
の
小
さ
な
団
体
ご
と
に
行
っ

て
い
っ
た
ら
良
い
と
思
う
。
徘
徊
し
て
い
る
人
が
い
る
時
の
対
応
の
仕
方
や
ま
た
探
し
て
い
る
人
へ
の
協
力
が
今

後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
車
イ
ス
も
正
し
い
扱
い
方
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
段
差
を
超
え
ら

れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

5
2
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
男
性

近
所
に
声
か
け
が
出
来
る
。

5
3
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

５
０
～

５
９
　
女
性

お
菓
子
作
り
　
ス
ポ
ー
ツ

現
在
は
正
社
員
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
土
曜
・
日
曜
・

祭
日

は
出

勤
の

た
め
地

域
の

イ
ベ
ン
ト
に
は

全
く
参

加
で

き
ま
せ
ん
。
定
年
し
て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
か

と
思

い
ま
す
。

困
っ
た
事
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
こ
で
誰
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か
…
地
域
の
活
動
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で

は
?

1
8
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

5
と
て
も

６
０
～

６
４
　
女
性

子
育
て
支
援

1
1
7
と
て
も

６
０
～

６
４
　
女
性

ひ
と
り
住
い
の
高
齢
者
の
方
へ
の
声
か
け
や
お
買
物
の

お
手

伝
い
位

だ
っ
た
ら
出

来
そ
う
で
す
。

3
3
2
と
て
も

６
０
～

６
４
　
女
性

ご
近
所
で
声
を
か
け
あ
え
る
と
、
万
一
の
時
に
も
助
け
合

え
る
と
思
い
ま
す
。

問
2
3
で
○

は
3
つ
ま
で
で
し
た
が

全
部

よ
い
と
思

い
ま
す
。
あ
と
、
年
配
者
と
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

4
0
5
と
て
も

６
０
～

６
４
　
男
性

ビ
デ
オ
撮

影
、
編

集
　
公

報
P
R

全
体
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
、
記
録
、
公
報
、

能
力
は
あ
る
が
、
家
族
の
介
護
も
あ
り
、
時
間
が
と
れ
な

い
。

S
N
S
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
よ
る
つ
な
が

り
、
情

報
発

信
　
2
-
3
（
→

当
番

制
、
表

彰
制

度
）
人

で
の

孤
立

し
た
人

、
障
害

者
等
へ
の
訪
問
。
声
が
け
で
孤
立
さ
せ
な
い
。
子
供
も
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
訪
問
等
。
支
え
合
い
新
聞
の

発
行
。
グ
ル
ー
プ
分
け
で
福
祉
活
動
の
競
争
（
ゲ
ー
ム
感
覚
）
を
さ
せ
る
。

4
5
0
と
て
も

６
０
～

６
４
　
男
性

敬
老
の
日
以
外
で
も
ホ
ー
ル
に
て
催
し
物
の
開
催
。
　
年
令
巾
ご
と
の
、
催
事
開
催
。

4
6
6
と
て
も

６
０
～

６
４
　
女
性

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
訪
問

5
2
1
と
て
も

６
０
～

６
４
　
女
性

今
ま
で
も
福

祉
施

設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
な
ど
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
続
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

「
地
域
の
課
題
解
決
」
で
す
が
、
災
害
（
特
に
震
災
の
時
な

ど
）
に
、
近
所
の
高
齢
の
方
に
声
を
か
け
、
一
緒
に
避
難

を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
常

に
気
に
か
け
、
電
話
を
し

た
り
交

流
を
測

る
様

に
努

め
て
お
り
ま
す
の
で
。

高
齢
の
1
人
暮
し
の
方
な
ど
に
は
、
「
声
か
け
」
を
し
、
安
否
の
確
認
な
ど
が
出
来
ま
す
の

で
、
近
所
に
、
ど
ん
な
方

が
住
ん
で
い
る
か
を
、
知
る
こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

7
件

1
0
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
女
性

現
在
自
身
が
何
が
出
来
る
の
か
?分

か
ら
な
い
が
そ
の
時
に
、

困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
協

力
す
る
気

持
ち
は

あ
る
。
避

難
場

所
が

分
か

る
よ
う
町

に
（
電

柱
等

に
）
非

難
場

所
の

位
置

が
分

か
る

よ
う
に
し
て
あ
る
と
良

い
と
思

い
ま
す
。

1
2
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

女
性

地
域

の
問

題
点

（
現

状
）
の

確
認

、
連

絡
。

1
3
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

男
性

で
き
る
か

ぎ
り
意

識
を
も
て
行

動
す
る
。

2
0
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
女
性

近
所

の
方

が
ど
の

よ
う
な
支

援
や

協
力

が
必

要
な
の

か
、
ど
の

よ
う
な
方

が
住

ん
で
い
る
の

か
、
わ

か
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
ま
で
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の

部
分

に
入

り
こ
ん
で
よ
い
の

か
?私

に
出

来
る
事

が
あ
れ

ば
協

力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
1
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
男
性

町
内

会
・
自

治
会

が
な
い
の

で
住

民
同

志
の

横
の

つ
な
が

り
が

で
き
ず
、
協
力
す
る
術
が
わ
か
ら
な
い
。
な
る
べ
く
な
ら
作
っ
た
方

が
良

い
と
思

う
。

町
内
会
・
自
治
会
等
の
充
実
、
設
立
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
住
民
に
呼
び
か
け
設
立
す
る
。
（
横
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
と
思
う
の
で
）

2
5
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
男
性

災
害

時
の

対
応

の
立

案
と
予

行
を
通

じ
て
の

、
い
ざ
と
い
う
時

対
応

準
備

。
市

を
上

げ
て
の
1
回
/
年
の
防
災
訓
練
の
実
施
。

2
5
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
無
回
答

住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は

築
4
5
年

の
古

い
も
の

で
お
年

寄
り
が

半
分
程
住
み
1
人
暮
ら
し
の
老
人
も
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
ば

ら
く
お
顔

を
見
な
い
方

に
は

お
た
ず
ね

し
て
声

を
か
け
た
り

お
買

物
を
手

伝
う
な
ど
あ
ま
り
で
し
ゃ
ば

ら
ず
協

力
で
き
る
事

は
若

い
我

々
が

進
ん
で
や

っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は

地
域

か
ら
、
自

分
達

の
住

ん
で
る
身

近
な
所

か
ら
交

流
を
深

め
る
こ
と
が

大
事

だ
と
思

い
ま
す
。

3
3
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

女
性

絵
を
描
く

3
3
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

女
性

広
報
誌
や
公
表
文
書
の
作

成
。
　
印

刷
の
知

識
3
4
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

無
回
答

経
理
、
箏
演
奏

3
7
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
男
性

海
外

か
ら
の

訪
問

者
へ

の
サ
ポ
ー
ト

（
案

内
等

）
但

し
英

語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
限

る
。

先
ず
は
課
題
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

先
ず
は

交
流

の
場

を
設

け
る
、
機

会
を
つ
く
る
。

3
9
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
男
性

文
章
の
製
作

近
隣
へ
の
呼
ぶ
か
け

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
が
企
画
し
、
運
営
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
う
。

4
3
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

無
回
答

頼
ま
れ

れ
ば

協
力

で
き
る
と
思

う
。

4
4
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～
６
４
　
　

女
性

保
育
（
子
育
て
支
援
）

4
9
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
０
～

６
４
　
無
回
答

自
分
自
身
の
健
康
と
、
家
族
の
介
護
に
精
一
杯
で
、
ま

ず
、
健

康
で
生

存
す
る
こ
と
が

第
一

だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

1
6
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

9
4
と
て
も

６
５
～

６
９
　
女
性

時
間
が
あ
い
た
ら
、
積
極
的
に
参
加
し
た
い
が
現
在
は
ま
だ
働
ら
い
て
い
る
の
で
む
り
か
と
思
い
ま
す
。

1
1
1
と
て
も

６
５
～

６
９
　
女
性

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
る

東
京

老
人

ホ
ー
ム
（
柳

沢
）
へ

月
一

、
ボ

ラ
へ
行
っ
て
い
る

自
分
で
で
き
る
範
囲
の
事
は
、
協
力
し
た
い
。

1
9
2
と
て
も

６
５
～

６
９
　
女
性

知
識

が
な
い
と
不

安
に
な
る
の

で
防

災
や

自
然

災
害

に
立

ち
向

う
た
め
の

册
子

や
C
D
を
作

り
配

布
す
る
（
各

家
庭

に
）
　
地

い
き
で
集

会
を
開

き
勉

強
す
る
。

2
0
1
と
て
も

６
５
～

６
９
　
男
性

ボ
ウ
リ
ン
グ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格

が
現
在
あ
り
週
5
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
る
。

趣
味
な
ど
を
通
じ
交
流
を
深
め
る
場
所
。
が
あ
れ
ば
良
い
。
そ
の
為
に
も
ピ
ー
ア
ー
ル

、
呼

び
か

け
な
ど
の
集
合

出
来
る
よ
う
呼
か
け
る
方
法
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

2
2
3
と
て
も

６
５
～

６
９
　
男
性

社
会
福
祉
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

こ
と
。

先
ず
、
近

隣
の

人
た
ち
の

安
否

は
確

認
で
き
る
と
思

う
。

地
域

で
困

っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ

ば
、
援

助
活

動
に
参

加
し
た
い
。

現
在
、
自
治
会
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
、
市
内
に
は
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
あ
る
。
市
が
政
策
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
各
種
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

2
5
7
と
て
も

６
５
～

６
９
　
無
回
答

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
囲

碁
、

将
棋

2
8
3
と
て
も

６
５
～

６
９
　
女
性

仕
事
が
調
査
関
係

で
す
の

で
今

ま
で

見
て
来
た
、
町
の
事
が
少
し
は
分
か

る
と
思
う
。
今
も
世
田
谷
に
2
ケ
月

行
っ
て
ま
す
が
、
ま
ず
か
ん
じ
た
事

は
、
い
が
い
と
緑
、
公
園
と
か
な
い

（
仕
事
で
調
ら
べ

て
い
る
）
の

を
か

ん

参
加
し
や
す
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

公
園

で
良

く
話

し
を
す
る
の
で
誰
れ
も
が
あ
つ
ま
れ
る
公
園
が
必
要
。
世
田
谷
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
有

れ
ば
イ
ス
を
置
い
て
市
民
の
い
こ
い
の
場
所
に
し
て
い
る
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ほ
ん
の
少
し
な
場
所
を
）

3
0
3
と
て
も

６
５
～

６
９
　
男
性

マ
ッ
サ
ー
ジ

近
所
に
高
齢
の
方
へ
の
声
か
け

自
治
会
内
で
の
避
難
訓
練
　
市
内
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
等
、
災
害
情
況
を
的
確
な
市
民
へ
の
伝
達
方
法
を

考
え
て
ほ
し
い
。
（
放
送
も
き
き
づ
ら
い
こ
と
が
多
い
）

3
3
6
と
て
も

６
５
～

６
９
　
男
性

と
に
か
く
良
く
話
し
合
う
こ
と
が
第
一
で
す
。

9
件

3
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
男
性

ぶ
ら
下
が
ろ
う
と
す
る
人
達
の
意
識
を
如
何
に
し
て
自
立
の
方
向
へ
持
っ
て
い
け
る
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、
先

ず
取

り
組

む
べ

き
と
思
う
。
ズ
ル
は
絶
対
排
除
す
る
。
非
国
民
は
許
さ
な
い
社
会
作
り
を
す
る
こ
と
が
、
福
祉
社
会

を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
強
く
思
う
。

9
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
女
性

特
技

等
は

あ
り
ま
せ

ん
が

、
健

康
な

身
体
を
持
っ
て
い
ま
す
。

団
地

に
住

ん
で
い
ま
す
が

、
個

人
情

報
保

護
の

為
、
名

簿
（
自

治
会

の
）
に
空

欄
が

多
く
、
何

か
の

時
に
連

絡
が

と
り
に
く
い
で
す
。

1
5
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
女
性

趣
味
程
度
で
す
が
草
花
の
手
入
れ

ご
近
所
と
は
地
震
が
発
生
し
た
ら
皆
で
一
諸
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
ね
、
と
。

1
8
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
男
性

一
級
建
築
士
　
宅
地
建
物
取

引
主

任
者

1
9
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
無
回
答

個
人

に
も
と
め
る
の

で
は

な
く
、
市

役
所

・
都

庁
が

考
え
、

行
動

を
起
こ
す
べ
し
。

2
4
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
無
回
答

普
だ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
お
も
て
な
し
や
、
思
い
や

り
の

心
の

醸
成

の
た
め
に
何

が
で
き
る
か

、
協

力
で
き
れ

ば
良

い
と
思
い
ま
す

3
2
8
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
女
性

保
育
者
と
し
て
永
年
働
い
て
き
た
の
で
子

育
て
の

お
手

伝
い
は

で
き
る
が

現
在

他
の
自
治
体
で
友
人
の
手
伝
い
を
し
て
い

る
の

で
多

分
こ
こ
で
は

無
理

だ
と
思

う
し

近
場

で
は

い
い
か

な
…
と
思

っ
て
い
る
。

協
力
の
要
請
が
具
体
的
で
あ
れ
ば
手
伝
い
は
で
き
る
が

現
在
は
自
分
の
こ
と
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
つ
な
が
り
が
今
は
た
よ
り
で
す
。
提
案
が
あ
れ
ば
自
分
の
中
で
消
化
は
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

3
9
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
女
性

親
の
介
護
が
昨
年
親
の
死
と
い
う
事
で
そ
れ
等
の
作
業

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
の
協
力
と
思
い
ま
す
。

6
0
才

以
上

の
老

人
が

多
い
事

で
こ
の

老
人

パ
ワ
ー
を
い
か

に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
事

を
市
よ
り
提

案
し
て
い
た
だ
き
家

の
外

に
出

な
い
老

人
を
い
か

に
外
に
出
し
て
、
こ
れ

ら
の

活
動

に
参

加
す
る
事

の
出

来
る
事

を
と
思

い
ま
す
。

3
9
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
　
無

回
答

特
技

、
洋

裁
、
料

理

4
3
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
男
性

今
ま
で
も
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
問

題
が

あ
れ

ば
ど
の

様
な
事

で
も
協

力
出

来
る
事

な
ら
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

5
1
3
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

６
５
～

６
９
　
女
性

家
事
、
育
事
な
ど
。

公
共
機
関
や
市
の
取
り
組
み
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
い
の

で
ど
こ
ま
で
協

力
出

来
る
か

わ
か

り
ま
せ

ん
。

お
互
い
に
急
に
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
ま
ず
市
役
所
に
問
合
せ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
2
4
時
間
対
応

の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か

?日
頃

か
ら
の

予
備

知
識

が
必

要
だ
と
思

い
ま
す
の

で
今

後
も
さ
ら
に

学
習

の
機

会
を
も
う
け
て
ほ
し
い
。
明
る
い
福
祉
の

東
久
留

米
願
っ
て
ま
す
。

1
1
件
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K
E
Y

Q
1
3
地

域
の

つ
な
が

り
の

必
要

性
年

代
性

Q
1
2
生

か
せ

る
特

技
・
経

験
Q
2
9
地

域
課

題
解

決
の

た
め
に
協

力
で
き
る
こ
と

Q
3
0
支

え
合

い
を
進

め
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
・
提

案

4
2
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

交
流

6
6
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

自
動

車
運

転
。
パ

ソ
コ
ン
少

々
7
3
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

道
路
清
掃

1
9
7
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

現
在

は
、
夫
が

目
が

わ
る
く
、
ど
こ
に
行

く
の

も
一

諸
で
す

の
で
ご
協

力
出

来
る
こ
と
は

少
な
い
と
思

い
ま
す
。
私

も
リ

ウ
マ
チ
を
持

っ
て
い
ま
す
が

、
特

に
支

障
は

（
普

段
の

生
活

に
）
あ
り
ま
せ

ん
。
（
現
在

は
）

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
と
る
か
、
一
番
難
し
い
課
題
で
す
。
何
か
を
一
諸
行
う
と
か
作
る
と
か
そ
れ
も
何
回
も
く
り

か
え
し
、
み

な
さ
ん
が

必
ず
参

加
出

来
る
よ
う
に
す
る
（
都

合
で
参

加
で
き
な
い
人

も
い
る
た
め
）

2
4
0
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

河
川
に
恵
ま
れ
、
憩
い
の
水
辺
で
の

川
遊
び
の
風
景
は
微
笑
ま
し
く
見
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
南
沢
湧
水
で
は
、

夕
方
、
朝
早
く
と
か
汚
物
を
洗
う
姿
、

等
、
注

意
も
で
き
ず
が

っ
か

り
で
す
。

大
腸
菌
等
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

。
水

質
検

査
を
発

表
し
て
い
ま
す
か

?夏
は
特
に
回
数
多
く
し
て
欲
し
い
。

隣
近
所
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
考
え
、
民
生
委
員
と
な
れ
ば
、
肩
書
き
に
守
ら
れ
、
お
せ
っ
か
い
し
易
く
な
り
、
助
け

を
待

っ
て
い
る
人

の
役
に
立
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
人
生
、
他
人
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
も
、
は
や
7
0

才
で
し
た
の

で
、
年

令
で
民

生
委

員
へ

の
候

補
は

ダ
メ
で
し
た
。
す
ぐ
そ
ば

で
困

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
ね

と
心
配
し
て
も
、
な
か
な
か
声
は
か
け
ら
れ
な
い
現
状
で
す
。

2
7
6
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
会
社
経
営
を
し
、

色
々
の
経
験
を
し
て
来
た
の
で
、
そ

れ
ら
を
生
し
た
、
活
動
が
出
来
れ
ば

良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報

活
動

の
協

力
等

。
市
役
所
主
導
で
年
数
回
m
e
e
ti
n
gを

行
っ
て
下

さ
い
。
（
注
）
要
望
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
料
等
の
税
を
下
げ
て

ほ
し
い
。

2
8
9
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

引
き
こ
も
り
、
ひ
と
り
暮
し
の
人
達
に

対
し
て
の

「
呼

び
か

け
」
や
「
ご
機
嫌

伺
い
」
　
但
し
、
お
せ
っ
か
い
、
干

渉
に
な
ら
な
い
程
度
に
。

7
～
8
軒
の
近
所
同
志
な
ら
日
頃
会
え
ば
挨
拶
し
て
お
り
災

害
等

が
起

っ
て
も
、
対

処
出

来
る
。
何

も
な
い
の

に
干

渉
す
る
の

は
問

題
。
も
っ
と
広

範
囲

の
地

域
か

ら
市

や
公

共
機

関
が

指
導

す
べ

き
で
し
ょ
う
。

月
に
1
回
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
を
や
っ
て
お
り
、
こ
ん
な
事
で
も
お
互
い
の
理
解
が
深
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
作
家
、
医
者
、
弁
護
士
、
先
生
、
放
道
関
係
、
市
の
職
員
、
議
員
…
と
種
々
の
人
に
来
て
も
ら
い
せ

い
ぜ
い
1
0
人
～
5
0
人

ぐ
ら
い
の
地
域
住
民
を
呼
ん
で
色
々
の
「
話
す
会
」
を
持
て
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
固

い
話
は
や
め
て
。

3
8
9
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

長
年
大

工
職

で
退

職
し
た
ら
生
か

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
労

働
作

業
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ア

主
旨
が
違
い
ま
す
け
ど
学
園
町
か
ら
浅
間
町
に
渡
る
踏
切
で
車
と
自
転
車
が
す
れ
違
う
と
き
子
供
さ
ん
の
自
転

車
が

倒
れ

頭
を
す
れ

す
れ

で
引

か
れ

そ
う
に
な
っ
て
き
も
を
潰

し
た
事

が
有

り
ま
す

3
9
5
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

老
人

ホ
ー
ム
等
火
、
木
、
土

曜
日

お
老
寄
り
と
旅
行
等
々
お
話
が
し
た

い
。

お
互
の
声
か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

4
0
8
と
て
も

７
０
～

７
４
　
男
性

町
内
で
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
、
災
害
の
対
応
、
事

件
、
詐

欺
等
の
応
対
の
し
く
み

。
回
覧
の
復
活
、
と
緊
急
サ
イ
レ
ン
、
o
r、

ベ
ル
の
装
備
。

4
4
8
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

ご
近
所
の
方
々
と
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
声
を
か
け
合

う
事
。

4
5
4
と
て
も

７
０
～

７
４
　
女
性

自
治

会
内

で
は

、
高

令
者

が
夛

く
な
っ
て
居

り
ま
す
の

で
、

（
自

分
も
で
す
が

）
日

頃
か

ら
の

声
が

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が

大
切

と
は

思
っ
て
居

り
ま
す
。
勇

気
が

出
せ

れ
ば

…
お
1
人

で
も
声
か
け
、
気
持
を
楽
に
し
合
え
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
ガ
ン
バ

ロ
!

自
治

会
内

で
あ
っ
て
も
、
個

人
情

報
厳

守
と
い
う
こ
と
で
、
家

族
構

成
が

解
ら
な
い
ま
ま
で
す
。
気

が
か

り
で
も
助

け
合
う
心
が
流
れ
に
く
い
。
以
前
は
、
家
族
全
員
の
年
令
も
知
ら
せ
て
い
た
（
印
刷
物
で
）
地
域
で
す
の
に
。
生
活

行
動
が
あ
る
程
度
解
る
こ
と
が
、
助
け
合
う
基
盤
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

1
2
件
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自
治

会
の

殆
は

、
男

性
で
、
防

災
そ
の

他
等

頑
張

っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
お
隣

近
所

は
、
普

段
よ
り
井

戸
端

会
ギ
?仲

良
く
、
気
軽
に
お
つ
き
会
い
し
、
女
性
同
士
の
助
け
合
い

が
大
切
か
な
と
。



6
0
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

自
治

会
役

員
（
在

）

1
4
1
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

ウ
ク
レ
レ
が
弾
け
な
い
自
分
が
「
ウ
ク

レ
レ
愛
好
会
」
を
立
上
げ
教
師
を
紹

い
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
又
社
交
ダ

ン
ス
も
出

来
な
い
自

分
が

始
め
て
3

年
今

は
特

技
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
を
な
く
す
、
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
明
る
く
健
康
推
進
（
頭
脳

の
健
康
含
む
）
よ
ろ
ず
や
会
等
課
題
解
決
の
糸
口
に
い
ろ

い
ろ
行
っ
て
は

と
思
い
ま
す
。
（
問
題
は
多
く
の
人
が
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
が
多

い
で
す
。
）

計
画
推
進
の
為
の
主
宰
者
を
教
育
し
、
各
自
治
会
に
要
請
し
人
材
を
派
遣
し
活
動
す
る
。

1
5
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
女
性

住
宅

の
自

治
会

に
は

自
主

防
災

会
が

あ
り
ま
す
。
そ
の

活
動
に
そ
っ
て
ま
ず
は
近
所
の
方
々
と
の
助
え
合
い
を
目
指

し
た
い
で
す
。

2
0
7
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

課
題
は
い
ろ
い
ろ
有

る
と
思
う
が
、
ル
ー
ル
を
守
り
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
ケ
ア
ー
の
仕
組
み
を
充
実
す
る
こ
と
が
大
事
と
思
う
。

3
0
2
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
女
性

7
0
に
て
運
動
を
し
て
い
る
の
で
、
運
動
を
手
助
け
す
る

な
る
べ
く
外
に
出
て
皆
ん
な
で
集

ま
る
機
会
を
多
く
す
る

3
0
5
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

地
域
の
今
あ
る
自
然
環
境
の
整
備
と
清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ア

で
も
良
い
協
力
し
た
い
。
運
動
の
為
歩
い
て
い
て
感

じ
て

い
る
。
（
荒

れ
放

題
で
あ
る
）

3
2
4
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
女
性

書
道

隣
近
所
の
住
民
同
士
の
普
段
か
ら
の
つ
き
あ
い
を
密
に
す
る
こ
と
。

3
6
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

一
級
建
築
施

工
管

理
技

士
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
業
務
主
任
者
、
マ
ン
シ
ョ

ン
維

持
修

繕
技

術
者

等
の

資
格

を
生
か
せ

る
仕

事
。

地
域
の
課
題
が
何
か
が
分
か
ら
な
い
。

町
内
会
的
な
会
合
が
あ
っ
て
も
良
い
の
か
な
と
思
う
。

4
1
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
女
性

先
ず
、
自

分
自

身
が

健
康
で
い
る
事

。
毎

日
少
し
で
も
外

に
出
る
事
を
心
が
け
、
毎
日
、
買
物
、
散
歩
を
し
て
、
出
会

う
人
に
あ
い
さ
つ
、
お
互
い
の
顔
を
覚
え
る
の
も
、
小
さ
な

道
を
志
す
の

も
良
い
の
で
は

な
い
か

。

小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
市
全
体
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
近
く
の
人
達
が
気
付
く
、
別
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
ス
ー

パ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
管
理
組
合
な
ど
へ
チ
ラ
シ
な
ど
置
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

5
1
9
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
男
性

呼
び
か

け
が

あ
れ

ば
時

間
の

許
す
限

り
協

力
し
ま
す
。

5
3
6
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

７
０
～

７
４
　
女
性

市
民
の
交
流
と
い
っ
て
も
ご
く
身
近
か
な
サ
ー
ク
ル
内
だ
け
自
治
会
が
あ
っ
て
も
一
部
の
役
を
し
て
い
る
人
達
だ

け
　
市
民
祭
、
収
穫
祭
な
ど
増
や
し
て
ほ

し
い

1
1
件

回
答

者
数

問
１
２
，
２
９
，
３
０
い
ず
れ

か
に
記

入
さ
れ

た
数

記
入

者
の

割
合

　
％

２
０
代

2
3

1
6

6
9
.6
%

２
０
代

2
9

8
2
7
.6
%

３
０
代

2
8

1
4

5
0
.0
%

３
０
代

4
3

1
2

2
7
.9
%

４
０
代

3
1

1
5

4
8
.4
%

４
０
代

3
7

1
0

2
7
.0
%

５
０
代

3
3

2
0

6
0
.6
%

５
０
代

5
5

1
8

3
2
.7
%

６
０
代

3
5

1
6

4
5
.7
%

６
０
代

8
0

2
7

3
3
.8
%

７
０
代

3
1

1
2

3
8
.7
%

７
０
代

4
5

1
1

2
4
.4
%

計
4
7
0

1
7
9

3
8
.1
%

と
て
も
必

要

問
1
3
地

域
の

つ
な

が
り
の
必
要
性

と
て
も
必

要
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要

と
て
も
必

要
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

必
要

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要

と
て
も
必

要
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要

と
て
も
必

要
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

必
要

と
て
も
必

要
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